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六
二

【
特
集
　
日
本
哲
学
と
科
学
】

未
来
共
創
の
哲
学

―
―「
自
己
・
非
自
己
循
環
理
論
」の
提
唱
か
ら
、「
大
統
一
生
命
理
論
」の
構
築
―
―

村

瀬

雅

俊 

村

瀬

智

子

統
一
に
よ
っ
て
或
る
一
つ
の
状
態
が
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
こ
こ
に
他
の
反
対
の
状
態
が
成
立
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一

つ
の
統
一
が
立
て
ば
直
ち
に
こ
れ
を
破
る
不
統
一
が
成
立
す
る
。
真
実
在
は
か
く
の
ご
と
き
無
限
の
対
立
を
も
っ
て
成
立
す
る
の
で

あ
る
。 

西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』（

1
）

私
は
議
論
を
二
つ
の
両
立
し
な
い
理
論
の
選
択
の
問
題
に
あ
て
は
め
、
同
一
の
基
準
で
は
測
れ
な
い
よ
う
な
見
解
を
持
つ
人
た
ち
は

異
な
っ
た
言
語
集
団
の
成
員
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
は
翻
訳
の
問
題
と
し
て
分
析
で
き
る
、
と

い
う
結
論
に
持
っ
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。 

ク
ー
ン
・
ト
ー
マ
ス
『
科
学
革
命
の
構
造
』（

2
）
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〝
森
と
木
〞
を
と
も
に
知
覚
す
る
包
括
的
知
覚
は
視
覚
的
創
造
力
の
統
一
を
も
た
ら
し
、
美
術
の
、
ま
た
創
造
性
の
奥
底
に
あ
る
核

心
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

エ
ド
ワ
ー
ズ
・
ベ
テ
ィ
『
内
な
る
画
家
の
眼
―
―
創
造
性
の
活
性
化
は
可
能
か
―
―
』（

3
）

【
概
要
】

　

未
曾
有
の
災
禍
が
絶
え
な
い
混
沌
と
し
た
世
界
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
人
類
は
生
ま
れ
・
育
ち
・
老
い
て
・
死
ん
で
い
く
。
生
命
還
元

論
に
基
づ
い
て
二
〇
〇
〇
年
に
提
唱
し
た
「
自
己
・
非
自
己
循
環
理
論
」
か
ら
二
〇
年
を
経
た
今
、
超
学
際
研
究
へ
の
新
た
な
展
望
が

見
え
て
き
た
。
西
田
幾
多
郎
の
言
う‵

真
実
在
’
と
は
、
私
た
ち
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
が
そ
の
中
で
生
ま
れ
、
死
ん
で
い

く
世
界
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、私
た
ち
人
類
が
世
界
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
論
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。「
人
間
と
は
何
か
」、「
世

界
と
は
何
か
」、「
真
理
と
は
何
か
」。
こ
う
し
た
哲
学
的
課
題
の
探
究
に
は
、‵

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
’
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
、
思
索
に
よ
っ
て
探
究
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
実
践
を
通
し
て
体
得
し
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
私
た
ち

人
類
が
集
団
に
お
い
て
も
、
個
人
に
お
い
て
も
、
時
代
を
超
え
て
取
り
組
ん
で
き
た‵

超
課
題
’
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
本
質
こ

そ
が
「
自
己
」
で
あ
る
主
体
と
「
非
自
己
」
で
あ
る
客
体
の
「
循
環
」
―
― 

す
な
わ
ち
、「
自
己
・
非
自
己
循
環
理
論
」
―
― 

で
あ
っ
た
。

　

‵

複
雑
な
世
界
’
を‵

複
雑
な
人
間
’
が‵

複
雑
な
方
法
論
’
を
用
い
る
こ
と
で
、
逆
説
的
に
す
べ
て
を‵

単
純
に
統
一
’
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
二
十
年
の
歳
月
を
経
て
構
築
し
て
き
た
「
大
統
一
生
命
理
論
」
の
基
本
原
理
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
こ
の
理
論
を
創
造
す
る
過
程
に
お
い
て
必
要
と
な
る
方
法
論
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
方
法
論
こ
そ
、
複
数
の
逆
説
（
パ
ラ
ド
ッ
ク
ッ

ス
）、
異
な
る
概
念
間
の
類
推
（
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）、
多
様
な
時
間
・
空
間
ス
ケ
ー
ル
（
フ
ラ
ク
タ
ル
）
を
同
時
に
駆
使
す
る
こ
と
で

あ
る
。
実
は
、
こ
の
三
つ
の
方
法
論
上
の
特
性
は
、
冒
頭
に
引
用
し
た
文
章
の
三
つ
の
主
題
―
―
す
な
わ
ち
、‵

真
実
在
に
お
け
る

無
限
の
対
立
’、‵

二
つ
の
両
立
し
な
い
理
論
間
の
翻
訳
’、‵

森
と
木
の
両
方
を
捉
え
る
包
括
的
知
覚
’
―
―
と
対
応
し
て
い
る
。
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本
稿
で
は
、「
自
己
・
非
自
己
循
環
理
論
」
と
「
大
統
一
生
命
理
論
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
理
論
が
創
造
さ
れ
る
過
程
も
含
め
て

論
究
し
た
。
結
果
的
に
は
、次
の
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て
論
考
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
は
、「
自
己
遡
及
性
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
複
雑
な
方
法
論
が
二
〇
年
前
に
構
築
し
た
「
自
己
・
非
自
己
循
環
理
論
」
の
本
質
へ
と
遡
及
が
可
能
で
あ
る
。
第
二
は
、「
自
己

言
及
性
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、そ
の
方
法
論
を‵

い
ま
’、‵

こ
こ
’
に
お
い
て
駆
使
す
る
こ
と
―
―
本
特
集
「
日
本
哲
学
と
科
学
」

に
お
け
る
文
理
融
合
・
異
分
野
交
流
・
東
西
対
話
を
推
進
す
る
こ
と
―
―
に
よ
っ
て
、
世
界
（
非
自
己
）
ば
か
り
で
な
く
自
己
に
対
す

る「
も
の
の
見
方
」が
変
容
す
る
。そ
の
変
容
を
介
し
て
、世
界
と
自
己
の
理
解
が
深
ま
り
、自
己
へ
の
言
及
が
可
能
と
な
る
。第
三
は
、「
自

己
超
越
性
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
方
法
論
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
も
の
の
見
方
」
が
変
容
す
る
こ
と
は
、
自
己
自
身
の
変

容
―
―
ひ
い
て
は
、
自
己
自
身
を
超
え
る
自
己
超
越
性
―
―
の
前
提
条
件
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
に
対
し
て
も
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
働
き
か
け
が
可
能
と
な
り
、
自
己
と
世
界
（
非
自
己
）
の‵

新
た
な
’
循
環
に
よ
る
未
来
共
創
を
も
た
ら
す
。
こ
の
「
未
来
共

創
の
哲
学
」
と
い
う
超
学
際
的
な
新
学
術
領
域
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
教
育
や
医
療
の
現
場
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
、
さ
ら

に
は
日
常
・
非
日
常
的
な
す
べ
て
の
人
間
活
動
の
場
面
に
お
い
て
、
実
践
と
検
証
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
に 

‵

超
課
題
’
の
本
質
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に 

―
―
実
在
論
、
認
識
論
、
進
化
論
を
貫
く
「
自
己
・
非
自
己
循
環
原
理
」
―
―

　

科
学
・
技
術
の
目
覚
ま
し
い
発
展
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
人
類
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
を
生
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
は
、自
然
と
人
間
が
複
雑
に
絡
み
合
う
一
つ
の
巨
大
な
「
生
命
シ
ス
テ
ム
」
の
特
徴
を
示
し
て
い
る（

4
）。

そ
の
一
方
で
、
東
西
の
分
断
、
南
北
の
断
絶
、
階
層
間
の
解
離
、
人
種
間
の
対
立
、
あ
る
い
は
学
問
間
の
論
争
が
絶
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
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の
時
代
を
生
き
て
き
た
人
類
と
同
様
に
、
私
た
ち
現
代
人
も
二
元
論
の
呪
縛
に
心
身
と
も
に
疲
弊

し
て
い
る
状
況
で
あ
る（

5
）。
し
か
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
経
済
の
破
綻
、
大
規
模
災
害
、

機
密
情
報
の
漏
洩
や
偽
情
報
の
拡
散
と
い
っ
た
想
定
外
の
災
禍
も
頻
発
し
て
い
る
。多
く
の
場
合
、

想
定
外
の
災
禍
は
気
づ
き
よ
う
も
な
い
未
知
の
領
域
か
ら
は
じ
ま
り
、
予
想
を
超
え
た
速
度
で
急

拡
大
し
、
世
界
全
体
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
シ
ス
テ
ム
崩
壊
に
至
る（

6
）。

　

こ
れ
が
、
人
類
の
「
外
」
な
る‵

環
境
病
理
学
’
的
な
諸
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、

一
つ
の
巨
大
な
「
生
命
シ
ス
テ
ム
」
を
巨
人
と
し
て
捉
え
て
み
る
と
、
巨
人
の
「
内
」
な
る‵

精
神
・
身
体
病
理
学
’
的
な
諸
問
題
と
も
言
え
る
。
以
後
の
展
開
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
を
変
換
し

て
捉
え
る
な
ら
ば
、
一
つ
の
巨
大
な
「
生
命
シ
ス
テ
ム
」（
巨
人
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
構
成
員
で

あ
る
「
人
間
シ
ス
テ
ム
」（
個
人
と
し
て
の
人
間
）
に
お
い
て
も
、
同
様
の
議
論
が
成
立
す
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

　

一
般
的
に
、「
生
命
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
問
題
解
決
の
試
み
が
新
た
な
想

定
外
問
題
を
創
り
出
す
と
い
う
逆
説
に
、
私
た
ち
人
類
は
翻
弄
さ
れ
続
け
て
い
る
。
こ
こ
に
、
時

代
を
超
え
た
「
人
類
共
通
の
課
題
」
が
あ
る
。
こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
二
元
論
と
一
元
論

を
統
合
す
る
「
循
環
論
」（

7
–
9
）
を
認
識
論
的
な
基
盤
と
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
1
）。
な
ぜ
な
ら
、

時
代
を
超
え
て
私
た
ち
を
翻
弄
し
続
け
て
い
る
「
人
類
共
通
の
課
題
」
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、

私
た
ち
人
類
の
「
一
面
化
し
た
認
識
」
―
―
す
な
わ
ち
、
暗
黙
裡
の
二
元
論
的
思
考
形
式
―
―
が

働
く
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
人
類
が
、
自
己
と
問
題
と
を

（（a））二二元元論論 （（b））一一元元論論 （（c））循循環環論論

イイメメーージジ

成成功功のの
意意味味

成成功功はは失失敗敗ががなないいこことと
失失敗敗はは成成功功をを含含むむ
成成功功はは失失敗敗をを含含むむ

成成功功とと失失敗敗はは共共存存
成成功功とと失失敗敗はは一一体体

失失敗敗のの
意意味味

失失敗敗はは必必要要ののなないいこことと
失失敗敗ししなないい成成功功体体験験

失失敗敗のの中中にに成成功功をを導導くく
メメカカニニズズムムががああるる

時時間間的的経経過過のの中中でで
成成功功とと失失敗敗がが循循環環

成功失敗

成功失敗

失敗成功

成功

失敗

成功

失敗

図1

図 1　二元論、一元論、循環論
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二
元
論
的
に
区
別
し
て
捉
え
、
一
方
（
自
己
）
か
ら
他
方
（
問
題
）
へ
働
き
か
け
て
問
題
の
解
決
を
試
み
て
き
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
創
発
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
逆
説
的
に
活
用
し
て
「
も
の
の
見
方
」
を
変
容
す
れ
ば
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
創
発
す
る
問
題
と
新
た
な
共
存
関
係
を
創
造
で
き
る
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
の
「
外
」

な
る‵

環
境
問
題
’
の
創
発
過
程
に
も
、
人
間
の
「
内
」
な
る
創
造
性
の
発
露
に
も
、
同
じ‵

創
発
原
理
’
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
思
索
に
よ
っ
て
探
究
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
実
践
を
通
し
て
体
得
し
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
点
に
着
目
し
た
い
。
時
代
を
超
え
て
私
た
ち
を
翻
弄
し
続
け
て
き
た
「
人
類
共
通
の
課
題
」
は
、
客
観
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と

を
超
え
て
、
私
た
ち
主
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
対
処
法
も
ま
た
客
観
的
な
方
法
論
で
あ
る
こ
と
を
超

え
て
、
実
践
さ
れ
未
来
共
創
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
こ
こ
に
、
私
た
ち
人
類
が
集
団
に
お
い
て
も
、
個
人
に
お
い
て

も
、
時
代
を
超
え
て
取
り
組
ん
で
き
た‵
超
課
題
’
の
本
質
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
科
学
・
芸
術
・
哲
学
・
教
育
・
宗
教
な
ど
超
学
際

的
な
観
点
か
ら
「
未
来
共
創
の
哲
学
」
に
つ
い
て
論
考
を
試
み
て
い
き
た
い
。

一　

単
純
過
程
が
生
成
す
る
複
雑
性 
―
―
創
造
と
崩
壊
の
両
義
性
を
貫
く
共
通
原
理
―
― 

（
一
）‵

超
課
題
’
と
は
何
か

　

俳
優
で
あ
り
演
出
家
で
も
あ
る
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
と（
10
）、「
創
造
的
な
人
間
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
」
と
い
う
課
題
は
、
人
類
が
探
究
し
続
け
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
超
え
た‵

超
課
題
’
で
あ
る
と
言
う
。
ひ
と
た
び
演
劇
が
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は
じ
ま
る
と
、
シ
ナ
リ
オ
は
も
は
や
客
観
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
役
者
に
変
容
を
も
た
ら
し
続
け
る
。
役
者
の
主
観
的
な
演
技

は
、
客
観
的
な
方
法
論
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
逆
に
観
客
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
。
こ
う
し
て
、
主
客
共
創
の‵

場
’
が
現
れ
る
。

そ
れ
は
役
者
に
と
っ
て
は
、し
ば
し
ば
「
能
動
的
な
無
（active absence

）」
と
し
て
体
験
さ
れ
る
。
役
者
は
自
ら
劇
を
演
ず
る
の
で
な
く
、

劇
が
役
者
を
演
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
が‵

ゾ
ー
ン
’
と
呼
ば
れ
る
状
況
で
あ
る
。
何
か
を
す
る
の
で
な
く
、‵

場
’
か
ら
突
き
動
か
さ
れ

る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
演
じ
る
。
観
客
も‵

場
’
か
ら
突
き
動
か
さ
れ
て
、‵

熱
狂
’
的
に
観
劇
に
興
じ
る
。

　

‵

超
課
題
’
と
言
う
理
由
に
つ
い
て
、
社
会
学
者
の
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ャ
ー
マ
ー（
11
）
は
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
。
第
一
は
、
そ
の
課
題

が
個
人
的
・
集
合
的
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
人
類
の
「
外
」
な
る

多
様
な
創
発
問
題
に
通
じ
る
「
人
類
共
通
の
課
題
」
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
れ
は
い
か
な
る
人
類
史
に
も
見
ら
れ
る
人
間
の
「
内
」
な
る

心
理
学
的
な
創
発
問
題
で
も
あ
る
。
第
三
は
、
人
類
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
死
ん
で
い
く
こ
の
世
界
は
、
演
劇
の
場
合
と
同
様
に
、
人
類
が

演
出
家
で
も
あ
り
、
俳
優
で
も
あ
り
、
観
客
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
主
客
共
創
の‵

場
’
に
導
か
れ
る
多
様
な
創
発
問
題
が
次
々

と
展
開
す
る
。
こ
こ
に
、
私
た
ち
人
類
が
集
団
に
お
い
て
も
、
個
人
に
お
い
て
も
、
時
代
を
超
え
て
取
り
組
ん
で
き
た‵

超
課
題
’
の

本
質
が
あ
る
。

（
二
）
反
創
発
（neg-em

ergence

）
―
―
目
に
見
え
な
い‵
場
’
の
認
識
へ
―
―

　

本
節
（
一
）
で
は
、‵

非
存
在
’
か
ら‵

存
在
’
へ
の
創
造
の
過
程
に
よ
っ
て
突
如
出
現
す
る
創
発
問
題
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、

人
間
の
創
造
性
に
も
ま
し
て
難
解
な
の
が
、
人
間
自
身
の
死
で
あ
る
。
人
間
の
死
に
関
し
て
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る（
12
）。「
人
間
の
死
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
本
当
に
信
じ
て
い
る
人
は
、
ど
こ
か
自
分
自
身
を
偽
っ
て
い
る
の
で
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あ
る
」。
こ
の
指
摘
を
承
知
の
上
で
、
論
考
を
試
み
た
い
。
人
間
の‵

存
在
’
か
ら‵

非
存
在
’
へ
の
死
の
過
程
は
、
こ
の
世
界
に
お

け
る‵
非
存
在
’
か
ら‵

存
在
’
へ
の
創
造
の
過
程
と
鏡
像
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
に
は
、‘neg-em

ergence

（
反
創
発
）’
と
い
う
概

念
が
使
わ
れ
て
い
る
（C

apra, and Luisi, p.139, 2014

）（
13
）。
興
味
深
い
の
は
、
創
造
過
程
が‵

超
課
題
’
で
あ
る
た
め
に
、
死
に

向
か
う
崩
壊
過
程（

6
・
14
）
も‵

超
課
題
’
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。

　

精
神
医
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン（
15
）
は
、「
死
」
に
つ
い
て
三
つ
の
象
徴
的
意
味
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
は
、「
生
の
終
わ
り
」

と
し
て
の
決
定
的
で
宿
命
的
な
死
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
客
観
次
元
で
捉
え
た
生
命
の
物
質
化
と
言
え
る
。
第
二
は
、「
そ
の
場
に
ふ
さ
わ

し
い
こ
と
を
何
も
し
な
い
」、
あ
る
い
は
「
石
の
よ
う
に
冷
た
く
死
ん
で
い
る
」
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
観
的
な
感
情
次
元

で
捉
え
た
生
命
力
の
喪
失
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
第
三
は
、「
創
造
性
と
再
生
」
の
象
徴
と
し
て
の
死
で
あ
る（
16
）。
つ
ま
り
、「
人
間
存

在
に
と
っ
て
も
っ
と
も
恐
る
べ
き
死
の
側
面
と
対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
芸
術
家
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
感
受
性
に
深
み

が
加
わ
り
、創
造
的
精
神
の
拡
大
を
生
み
出
す
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、主
客
共
創
の‵

場
’
の
次
元
か
ら
捉
え
た‵

「
創

造
性
と
再
生
」
の
象
徴
と
し
て
の
死
’
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
創
造
と
崩
壊
の
二
つ
の
過
程
は
、
一
つ
の‵

全
体
’
の
異
な
る
側
面

と
し
て
理
解
で
き
る
。
し
か
も
、
ど
ち
ら
の‵
超
課
題
’
も
主
客
共
創
の
原
理
―
―
す
な
わ
ち
、「
自
己
・
非
自
己
循
環
原
理
」
―
―
が

働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
17
）。

　

解
決
が
困
難
な
問
題
は
、人
間
の
総
力
を
結
集
し
て
変
革
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の
可
能
性
が
拓
か
れ
る
。
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ャ
ー

マ
ー（
11
）
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
目
に
見
え
る
農
業
の
収
穫
は
、
目
に
見
え
な
い
畑
の
質
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、

社
会
の
目
に
見
え
る
問
題
は
、
私
た
ち
の
認
識
の
盲
点
で
あ
る
目
に
見
え
な
い
内
面
の‵

場
’
の
作
用
（
考
え
方
や
そ
れ
に
基
づ
く
無

自
覚
な
行
動
）
で
決
ま
っ
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
思
考
を
実
践
す
る
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ン
ゲ（
18
）
の
指
摘
は
さ
ら
に
強
烈
で
あ
る
。
私
た
ち
が
組
織
を
運
営
す
る
際
に
は
、
組
織
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は
あ
た
か
も
私
た
ち
の
「
外
」
に
あ
る‵

物
質
’
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
て
、
私
た
ち
は
そ
の
組
織
の
囚
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振

る
舞
う
。
そ
し
て
、
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
の
「
外
」
に
あ
る
組
織
で
あ
る
と
思
い
込
む
。
実
は
、
こ
れ
が
幻
想
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。
組
織
と
は
、
私
た
ち
の
「
外
」
に
あ
る‵

物
質
’
的
な
組
織
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
私
た
ち

人
間
の
「
内
」
な
る
思
考
か
ら
生
ま
れ
た‵

生
物
’
的
な
組
織
な
の
で
あ
る
。
そ
の
組
織
に
、
私
た
ち
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
思
い
込

ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

　

こ
こ
に
、
二
元
論
的
な
認
識
の
盲
点
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
は
私
た
ち
の
「
外
」
に
存
在
し
て
い
て
制
御
す
る
対
象
な

の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
「
内
」
に
存
在
し
て
い
る
。
極
論
す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
自
身
が
問
題
の
一
部
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
。
私
た

ち
が
問
題
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
は
希
望
が
持
て
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
が
「
も
の
の
見
方
」
を
改
め
て
、
問
題
へ
の
対
処
法
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
問
題
と
の
新
た
な
共
存
の
可
能
性
が
拓
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
一
面
化
し
た
考
え
を
改

め
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起
こ
す
こ
と
が
問
題
解
決
へ
の
は
じ
ま
り
に
な
る
。

（
三
）
物
理
世
界
、
精
神
世
界
、
数
学
世
界
の
探
究

　

仏
教
、
道
教
、
儒
教
の
統
合
を
目
指
す
禅
僧
の
南
老
師
こ
と
南
懐
瑾
（
ナ
ン
カ
イ
キ
ン
）
は
、
以
下
の
点
を
指
摘
す
る
。
世
界
が
抱
え

る
問
題
は
一
つ
。
そ
れ
は
、「
物
質
と
精
神
の
再
統
合
」
で
あ
る（
11
）。
興
味
深
い
こ
と
に
、
数
学
者
は
物
理
世
界
と
精
神
世
界
に
加
え
て
、

さ
ら
に
第
三
の
世
界
と
し
て
、数
学
世
界
が
存
在
す
る
必
然
性
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
て
い
る
。
現
代
数
学
の
奇
才
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・

フ
レ
ン
ケ
ル
に
よ
れ
ば
、
世
界
に
は
物
理
世
界
、
精
神
世
界
、
数
学
世
界
が
あ
り
、「
そ
れ
ら
三
つ
の
世
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
世
界
で

あ
る
が
、
互
い
に
深
く
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
は
、
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
」
と
主
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張
し
て
い
る（
19
）。

　

二
〇
二
〇
年
、
私
た
ち
著
者
は
「
大
統
一
生
命
理
論
」
を
発
表
し
た（

7
–
9
）。
ま
ず
、
世
界
を
主
体
（
自
己
）、
客
体
（
非
自
己
）、
主

体
と
客
体
の
循
環
（
自
己
・
非
自
己
循
環
）
か
ら
捉
え
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
三
者
が
「
自
己
・
非
自
己
循
環
過
程
」
と
し
て
統
一
で

き
る
こ
と
か
ら
、
生
命
の
大
統
一
理
論
を
主
張
し
た
。
こ
の
三
者
を
、
そ
れ
ぞ
れ
精
神
世
界
、
物
質
世
界
、
数
学
世
界
（
方
法
論
）
と
捉

え
る
な
ら
ば
、
三
者
の
相
互
同
型
性
が
主
張
で
き
る
。

二　

単
純
で
複
雑
な
世
界
を
捉
え
る
創
造
性

（
一
）
多
様
な
現
象
に
潜
む
普
遍
原
理
の
探
究

　

複
雑
な
世
界
を
単
純
に
捉
え
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。単
純
な
方
法
で
複
雑
な
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
は
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
三
世
紀
の
哲
学
者
・
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
、‵

美
’
と
い
う
難
解
な
テ
ー
マ
を
考
察
し
た（

3
）。
そ
し
て
、‵

美
’
に
は
イ
ン

テ
グ
リ
タ
ス
（
全
体
性
）、
コ
ン
ソ
ナ
ン
テ
ィ
ア
（
調
和
）、
ク
ラ
リ
タ
ス
（
輝
き
）
の
三
要
素
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
興
味
深
い

の
は
、
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
三
要
素
は‵

美
’
の
定
義
と
し
て
必
須
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、‵

美
’
の
理
解
に
も
必
須
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「‵

美
’
が
存
在
す
る
た
め
に
は
、‵

美
’
を
理
解
で
き
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
」。
と
こ
ろ
が
、「‵

美
’

を
理
解
で
き
る
た
め
に
は
、‵

美
’
の
存
在
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
」。
こ
こ
に
、「
自
己
言
及
性
」
に
ま
つ
わ
る
あ
る
種
の
循
環
性
（
ト
ー

ト
ロ
ジ
ー
）
が
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
循
環
性
に‵

超
課
題
’
の
萌
芽
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
作
家
が
小
説
を
書
く
時
、「
創
造
的
執
筆
活
動
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（creative w
riting

）」
を
実
践
す
る（
20
）。
部
分
を
書
い
て
い
て
も
、
そ
の
中
に
全
体
が
含
ま
れ
て
い
る
。
逆
に
、
私
た
ち
が
小
説
を
読

む
と
き
、
部
分
を
読
ん
で
い
て
も
全
体
の
意
味
を
つ
か
み
取
る
こ
と
を
心
が
け
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
部
分
と
全
体
は
「
解
釈
学
的
循
環

（herm
eneutic circle

）」
が
働
い
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
循
環
性
は
、
学
習
・
教
育
過
程
で
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
ト
ラ
ン
ス
パ
ー

ソ
ナ
ル
教
育
（transpersonal education

）」
で
あ
る（
20
）。
従
来
ま
で
の
科
学
教
育
で
は
、
特
定
の
自
然
現
象
を
学
ぶ
際
に
、
そ
の
自

然
現
象
は
一
般
原
理
を
理
解
す
る
た
め
の
具
体
例
と
し
て
説
明
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル

教
育
」
で
は
、
特
定
の
自
然
現
象
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
。
全
体
の
特
性
は
、
あ
く
ま
で
も
対
象
と
す
る
特
定
の
自
然
現
象
の
中
に
こ
そ

存
在
す
る
と
の
観
点
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
特
定
の
自
然
現
象
か
ら
全
体
性
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
推

奨
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
メ
ー
ジ
は
全
体
的
・
直
観
的
に
世
界
の
把
握
を
可
能
と
す
る‵

無
意
識
モ
ー
ド
’
を
活
性
化
す
る
か
ら
で

あ
る（

3
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
言
語
や
論
理
を
駆
使
す
る
た
め
に
は‵

意
識
モ
ー
ド
’
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

教
育
学
者
の
板
倉
聖
宣（
21
）
に
よ
れ
ば
、
本
当
の
理
解
と
は
単
な
る
問
題
解
決
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
自
分
が
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
を
正
し
く
予
言
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、「
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
と
言
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
系
統
的

に
一
般
原
理
が
捉
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
般
原
理
を
先
に
学
ぶ
の
で
は
な
い
。
個
別
の
現
象
か
ら
一
般
原
理
を

自
得
す
る
こ
と
が
学
び
の
過
程
と
し
て
必
要
と
な
る
。
こ
の
観
点
は
、
研
究
者
に
よ
る
研
究
一
般
へ
と
拡
張
で
き
る
。
例
え
ば
、
動
物
行

動
学
者
は
、
あ
る
種
の
哺
乳
動
物
の
一
つ
の
個
体
に
群
れ
全
体
の
特
徴
を
つ
か
み
取
る
こ
と
で
個
別
の
現
象
を
一
般
化
す
る
。

　

こ
う
し
た
「
も
の
の
見
方
」
は
、
今
西
錦
司（
22
）
が
考
え
る
「
生
物
の
世
界
」
に
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
今
西
錦
司
は
、
生
物
的

な
自
然
の
構
成
単
位
を
バ
ラ
バ
ラ
な
個
体
で
は
な
く
種
社
会
の
全
体
と
捉
え
た
。
種
が
単
位
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
種
に
属
す
る
個
体
は

ど
れ
も
多
少
の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
個
体
に
群
れ
全
体
の
特
徴
が
備
わ
っ
て
い

る
と
も
言
え
る
。
さ
ら
に
、「
生
物
の
世
界
」
の
発
展
は
そ
れ
を
構
成
す
る
種
の
分
化
に
よ
る
と
今
西
は
捉
え
た
。
そ
の
上
で
、
そ
の
種
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の
分
化
を
「
棲
み
わ
け
」
と
い
う
独
自
の
理
論
で
説
明
し
た
。「
棲
み
わ
け
」
と
は
、
一
つ
の
自
然
の
世
界
を
異
な
る
種
が
相
互
適
応
・

相
互
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
そ
の
意
味
で
は
、「
棲
み
わ
け
理
論
」
は‵

循
環
性
を
基
盤
に
し
た
共
創
の
理
論
’
で
あ
る

と
言
え
る
。

　

こ
の‵
循
環
性
を
基
盤
に
し
た
共
創
の
理
論
’
は
、
一
つ
の
個
体
と
い
う
全
体
の
中
に
、
多
様
な
器
官
が
共
存
す
る
状
況
に
も
適
用

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
つ
の
器
官
と
は
い
え
、
部
分
と
し
て
つ
ね
に
個
体
全
体
の
維
持
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
自
身
も
自
ら
の

維
持
を
は
か
ろ
う
と
す
る
一
つ
の
主
体
的
存
在
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
一
つ
の
器
官
の
中
に
個
体
の
全
体
の
特
徴
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る（
20
）。
先
に
「
循
環
性
に‵

超
課
題
’
の
萌
芽
が
あ
る
」
と
述
べ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
同

一
の
循
環
原
理
か
ら
、
多
様
な
理
論
と
実
践
例
が
、
次
々
と
創
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
循
環
性
に
関
連
し
て
、
素
粒
子
物
理
学
者
の
チ
ョ
ウ
が
提
唱
し
た
ブ
ー
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
哲
学
（
一
九
六
〇
年
代
）
に
つ
い
て
述
べ

て
お
き
た
い
。
ブ
ー
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
哲
学
の
主
張
で
は
、「
自
然
法
則
は
、
方
法
論
な
ら
び
に
前
提
と
の
自
己
同
一
性
の
も
と
で‵

自
然
’

に
演
繹
さ
れ
る
」、
そ
の
た
め
に
「
部
分
は
同
時
に
全
体
で
あ
り
、‵

自
然
’
は
素
粒
子
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
か
ら
、

マ
ク
ロ
で
壮
大
な
宇
宙
進
化
に
至
る
ま
で
、
分
離
不
可
能
な
全
体
性
を
保
持
し
て
い
る
」
こ
と
を
要
求
す
る（
24
–
26
）。
こ
こ
に‵

自
然
’

の
存
在
、
発
展
、
認
識
を
統
一
す
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
） 

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス（
逆
説
）、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
転
移
、
あ
る
い
は〝
翻
訳
〞）、 

フ
ラ
ク
タ
ル（
入
れ
子
構
造
）
の
三
つ
の
特
性

　

精
神
科
医
の
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
・
ア
リ
エ
テ
ィ
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
創
造
性
を
探
究
し
、
そ
の
集
大
成
を
『
創
造
力
』
と
し
て
出
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版
し
た（
26
）。
そ
の
中
で
、‵

近
接
’、‵

類
推
’、‵

部
分
と
全
体
’
の
三
つ
の
特
性
を
挙
げ
て
、「
創
造
性
の
一
般
理
論
」
の
構
築
を

試
み
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
一
般
理
論
で
は
、
本
稿
で
主
張
す
る
三
つ
の
特
性
の
う
ち
の
二
つ
の
特
性
―
―
す
な
わ
ち
、‵

類
推
’（
ア

ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
及
び‵

部
分
と
全
体
の
相
似
性
’（
フ
ラ
ク
タ
ル
）
―
―
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
の‵

近
接
’
と
第
二

の‵

類
推
’
と
い
う
二
つ
の
特
性
が
、
お
互
い
に
類
概
念
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
疑
問
を
覚
え
る
。

　

し
か
も
、
創
造
性
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い‵

逆
説
’（
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）
が
、
ア
リ
エ
テ
ィ
の
一
般
理
論
に
は
組
み
込
ま

れ
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
ブ
ー
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
哲
学
の
観
点
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
の
一
般
理
論
の‵

起
源
’（
来
歴
）
と

‵

真
実
在
’（
現
在
）
と‵
進
化
’（
未
来
）
が
、
こ
の
一
般
理
論
に
基
づ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
な
ぜ
、
こ
の
一
般
理

論
が
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
実
践
さ
れ
る
こ
と
で
創
造
性
に
寄
与
で
き
る
の
か
が
説
明

さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
般
理
論
に
お
け
る
「
自
己
遡
及
性
」、「
自
己
言
及
性
」、「
自
己
超
越
性
」
が
十
分
に
議
論
さ
れ
て

い
な
い
。

　

ア
リ
エ
テ
ィ
は
、
創
造
の
過
程
は
単
純
で
あ
る
が
創
造
の
結
果
は
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る（
26
）。
こ
の
観
点
に
は
賛
同
す
る
。

理
論
生
態
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
メ
イ
は
、
単
純
な
法
則
を
記
述
し
て
い
る
数
式
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
数
式
の
計
算
機
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が
予
測
で
き
な
い
挙
動
―
―
す
な
わ
ち
、「
カ
オ
ス
」
―
―
を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
27
）。
筆
者
の
一
人
は
、
今

か
ら
三
〇
年
以
上
も
前
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ュ
ー
ク
大
学
医
学
部
で
一
次
元
鎖
状
構
造
の
理
論
モ
デ
ル
を
計
算
機
に
よ
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
た
（
図
3
参
照
）。
そ
の
時
、
新
た
な
相
互
作
用
を
加
え
た
途
端
、
予
測
で
き
な
い
振
る
舞
い
が
突
然
創
発
す
る
こ
と
を

観
測
し
て
驚
愕
し
た（
28
）。
こ
れ
が
「
時
間
・
空
間
カ
オ
ス
現
象
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
哲
学
、
精
神
医
学
、
カ
オ
ス
力
学
系
、
複
雑
系
科
学
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
学
の
知
見
を
総
合
す
る
と
、
結
果
は
複
雑

で
あ
る
が
、
結
果
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
は
単
純
で
あ
る
と
い
う‵

普
遍
性
’
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
確
か
に
、
私
た
ち
の
身
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の
回
り
に
お
い
て
、
様
々
な
時
間
・
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
多
様
な
問
題
が
生
み
出
さ
れ
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
上
に
述
べ
た‵

普
遍
性
’

に
着
目
し
て
、
問
題
創
発
の‵

過
程
’
に
焦
点
を
絞
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
い
ず
れ
も
同
一
問
題
の
異
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
と

し
て
理
解
で
き
る
に
違
い
な
い（
29
）。
実
際
に
、
複
雑
な
生
命
現
象
に
関
し
て
、
単
純
な
原
理
が
探
究
さ
れ
た（
30
）。
そ
の
原
理
が
、「
自
己
・

非
自
己
循
環
原
理
」
で
あ
る（

7
–
9
）。

　

単
純
な
原
理
の
本
質
は
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（
逆
説
）、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
転
移
・
逆
転
に
、
あ
る
い
は
〝
翻
訳
〞）、

フ
ラ
ク
タ
ル
（
入
れ
子
構
造
）
の
三
つ
の
特
徴
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
考
す
る
。

三　

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（
逆
説
）
―
―
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
創
造
性
―
―

　
「
あ
ら
ゆ
る
思
索
の
な
か
で
最
高
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
思
索
に
よ
っ
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
」。
こ
れ
は
芸
術
教
育
学
者
の
エ
ド
ワ
ー
ズ（

3
）
が
引
用
し
て
い
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
で
あ
る
（
一
二
七
頁
）。
こ
こ
で
、ヴ
ィ

ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
次
の
言
葉
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。「
私
た
ち
は
、
文
章
の
意
味
を
画
に
描
け
る
か
ど
う
か
を
そ
の
理
解
の
判
定
基
準

に
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
文
献
3
、
三
十
九
頁
）。

　

日
常
的
に
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
創
造
的
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
自
問
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
答
え
は
、
次
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

に
あ
る
。「
創
造
的
に
な
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、す
で
に
身
に
つ
け
て
い
る
言
語
能
力
に
視
覚
的
技
能
を
加
え
る
こ
と（
両
者
の
統
合
）

に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
の
だ
」
と
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
言
う
（
二
三
〇
頁
）。
創
造
的
思
考
に
お
け
る
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の
効
果
は
、
物
理
学

者
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
数
学
者
の
ア
ダ
マ
ー
ル
も
認
め
て
い
る
（
文
献
26
、
二
三
八
頁
）。
こ
こ
で
の
議
論
の
本
質
は
、
私
た
ち
が

私
た
ち
自
身
を
取
り
巻
く
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
次
元
が
拓
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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（
一
）
描
く
過
程 

―
―
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
活
用
―
―

　

エ
ド
ワ
ー
ズ
の
書
籍（

3
・
64
）に
導
か
れ
て
、著
者
の
一
人
は
、固
定
観
念
を
捨
て
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、消
し
ゴ
ム
を「
消
す
た
め
の
道
具
」と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

消
し
ゴ
ム
は
「
描
く
た
め
の
道
具
」
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
、
自
ら
の
左

手
の
デ
ッ
サ
ン
を
描
く
過
程
で
実
践
し
て
み
た（

8
）。
そ
れ
は
同
時
に
、
そ
の
後
に
立
て
続
け
に

体
験
す
る
こ
と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
活
用
の
ほ
ん
の
は
じ
ま
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
図
2
）。

　

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
体
験
す
る
前
に
左
手
を
描
い
て
み
た
（
図
2
左
端
）。
単
純
な
手
の
形

を
た
だ
白
紙
の
用
紙
に
鉛
筆
で
描
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
ま
っ

た
く
感
じ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
描
く
た
め
の
道
具
」
と
し
て
消
し
ゴ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
い
き
な
り
体
験
し
た
（
図
2
左
端
か
ら
二
番
目
）。
は
じ
め
に
、
用
紙
全

体
を
鉛
筆
で
薄
く
塗
り
つ
ぶ
す
。
そ
の
後
、
消
し
ゴ
ム
を
用
い
て
複
雑
な
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
左

手
の
輪
郭
を
描
き
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
、
手
の
形
、
指
の
形
、
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど

に
着
目
す
る
。
そ
の
際
に
、
消
し
ゴ
ム
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
描
く
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
濃

さ
の
違
う
鉛
筆
に
よ
っ
て
重
ね
書
き
を
し
た
。
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
多
用
し
た
結
果
、
デ
ッ

サ
ン
の
仕
上
が
り
が
激
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る（

8
）。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
飛
躍
を
体
験
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
エ
ド
ワ
ー
ズ（

3
）
に
よ
る
説
明
を
引

用
し
た
い
（
二
一
頁
）。

October 27, 2015 October 28, 2015 October 27, 2015 October 31, 2015

図2
図 2　デッサンの変遷
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「
あ
る
日
、
私
は
単
に
そ
の
と
き
の
気
分
で
、
教
室
に
入
る
な
り‵

さ
あ
、
今
日
は
逆
さ
ま
に
し
て
描
く
こ
と
に
し
ま
す
’
と
宣
言
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
た
ち
の
机
の
上
に
有
名
画
家
の
デ
ッ
サ
ン
の
コ
ピ
ー
を
逆
さ
に
し
て
置
き
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
（
描

い
た
も
の
も
逆
さ
に
な
る
よ
う
に
）
模
写
す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、私
が
〝
ち
ょ
っ
と
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起
こ
し
て
い
る
〞

と
で
も
思
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
急
に
教
室
の
中
が
静
か
に
な
っ
て
、
学
生
た
ち
は
明
ら
か
に
楽
し
そ
う
に
神
経
を
集
中

し
な
が
ら
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
描
き
終
え
た
も
の
を
逆
さ
に
し
て
本
来
の
位
置
に
戻
し
た
と
き
、
私
も
学
生
た
ち
も
教
室
に

い
る
全
員
が
驚
い
た
の
は
、
何
人
か
で
は
な
く
、
か
な
り
の
数
の
学
生
が
立
派
な
模
写
、
す
ば
ら
し
い
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
た
こ
と
で
す
」。

　

エ
ド
ワ
ー
ズ
が
発
見
し
た
「
逆
さ
ま
の
絵
を
描
く
」
方
法
を
、
筆
者
も
実
践
し
て
み
た
（
図
2
左
端
か
ら
三
番
目
）。
実
際
に
、
模
写

す
る
対
象
と
な
る
絵
を
逆
さ
ま
に
し
て
描
い
て
み
て
驚
い
た
の
は
、
絵
の
質
が
格
段
に
向
上
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

エ
ド
ワ
ー
ズ（

3
）
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
（
二
二
頁
）。

　
「
学
生
た
ち
の
進
歩
が
着
実
に
少
し
ず
つ
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
く
と
い
う
よ
り
、
し
ば
し
ば
急
激
に
画
期
的
に
進
む
こ
と
で
す
。
昨

日
ま
で
描
け
な
か
っ
た
学
生
が
、〝
の
め
り
こ
め
る
〞
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
」。

　

エ
ド
ワ
ー
ズ
が
発
見
し
た
「
逆
さ
ま
の
絵
を
描
く
」
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
の
出
来
映
え
に‵

非
連
続
’
的
な
飛
躍
が

起
こ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の‵

非
連
続
’
的
な
飛
躍
こ
そ
、
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
が
『
科
学
革
命
』
で
指
摘
し
て
い
る
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
の
特
徴
で
あ
る（

2
）。
描
く
コ
ツ
は
、
対
象
、
背
景
、
関
係
、
明
暗
、
全
体
の
五
要
素
に
注
目
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
こ
で
、

「
絵
を
描
く
こ
と
」
を
通
し
て
体
験
し
た
い
く
つ
か
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
以
下
に
ま
と
め
た
い
。

　

第
一
は
、
複
雑
な
構
図
を
描
く
方
が
、
単
純
な
構
図
を
描
く
よ
り
も
簡
単
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
知
ら
な
い
も
の
を
描
く
方
が
、
知
っ

て
い
る
も
の
を
描
く
よ
り
は
る
か
に
や
さ
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
知
っ
て
い
る
も
の
を
描
く
場
合
、
私
た
ち
が
対
象
に

基
づ
い
て
描
く
の
で
は
な
く
、
無
意
識
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
知
識
や
経
験
に
基
づ
い
て
描
く
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
逆
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さ
ま
の
対
象
を
描
く
こ
と
で
、
出
来
映
え
の
よ
い
絵
が
描
け
る
理
由
で
あ
っ
た
。
絵
が
逆
さ
ま
の
た
め
に
、
何
を
描
い
て
い
る
か
を
意
識

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
対
象
で
は
な
く
何
も
な
い
背
景
と
な
る
「
空
間
」
を
描
く
こ
と
で
、
対
象
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
、

数
学
者
の
森
重
文
が
言
う「
カ
テ
ゴ
リ
ー
集
合
」と
い
う
概
念
に
近
い
。
一
般
的
に
、対
象
そ
の
も
の
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

対
象
の
特
徴
を
厳
密
に
抽
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
対
象
以
外
の
背
景
と
な
る
全
て
の
「
集
合
」
を

定
義
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
逆
説
的
に
対
象
に
言
及
す
る
の
で
あ
る
。
何
も
な
い
背
景
と
な
る
「
空
間
」
―
―
す
な
わ
ち
、「
無
」
―

―
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、東
洋
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
文
化
に
浸
透
し
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、最
近
で
は
西
洋
文
化
に
お
い
て
も
、

何
も
な
い
空
白
の
領
域
―
―
い
わ
ゆ
る
、「
辺
境
地
」
―
―
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
義
が
理
解
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
あ
え
て
、空
白
の
「
空

間
」
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、
そ
の
「
空
間
」
と
「
対
象
」
が
結
び
つ
き
、
想
像
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
新
た
な
次
元
に
お
い
て
創
発

す
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
全
て
を
描
き
尽
く
さ
な
い
と
い
う
手
法
で
あ
る
（
図
2
右
端
）。
例
え
ば
、‵

目
’
の
部
分
を
あ
え
て
描
い
て
い
な
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
者
が‵

目
’
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
意
図
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
情
報
を
与
え
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
か
え
っ

て
鑑
賞
者
の
創
造
性
の
発
露
を
促
す
。
絵
を
描
く
こ
と
を
通
し
て
学
ん
だ
数
々
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
体
験
は
、
教
育
や
医
療
に
お
け
る
人

間
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
有
効
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
体
験
す
る
過
程
で
、
不
思
議
な
感
覚
を
覚
え
た
。
描
く
こ
と
、
見
る
こ
と
、
創
造
す
る
こ
と
と
い
う
一
見
し

て
無
関
係
な
過
程
が
、
実
は
同
じ
よ
う
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
描
く
こ
と
、
見
る
こ
と
、
創
造
す
る
こ
と
を
統
一
的
に
捉
え
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
描

く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
描
く
技
術
が
未
熟
で
あ
る
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
単
純
に
、
も
の
の
見
方
が
固
定
化
・
一
面
化
し
て
い
た
か
ら
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に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
続
け
て
、
面
白
い
体
験
を
し
た
。
絵
を
描
く
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
と
き
は
、
会
話
が
で
き
な
い
。
逆
に
、

会
話
を
し
て
い
る
と
絵
を
描
け
な
い
。
こ
れ
は
、
左
脳
の
言
語
処
理
領
域
と
右
脳
の
図
形
処
理
領
域
の
干
渉
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

エ
ド
ワ
ー
ズ
は
推
測
す
る
。
画
家
は
、
同
じ
ト
マ
ト
で
も
、
食
べ
る
と
き
と
描
く
と
き
で
「
も
の
の
見
方
」
が
変
わ
る
の
だ
と
言
う
。
そ

し
て
、
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
文
章
の
理
解
力
が
増
す
よ
う
に
、
絵
が
描
け
る
よ
う
に
な
る
と
絵
の
理
解
力
も
増
す
よ
う
で
あ
る
。

絵
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
発
達
（
個
体
発
生
）
の
過
程
で
は
、
視
覚
的
認
識
機
能
（
五
歳
頃
）
が
言
語
的
認
識
機
能
（
十
歳
頃
）
よ
り
も
先
に
顕
在
化

し
て
く
る（
31
）。
人
類
の
進
化
（
系
統
発
生
）
の
過
程
で
も
、
視
覚
的
認
識
機
能
が
先
に
顕
在
化
し
、
そ
の
後
、
約
一
万
年
を
経
て
、
よ

う
や
く
言
語
的
認
識
機
能
が
発
達
し
て
い
る（

3
・
64
）。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
発
達
と
人
類
進
化
の
歴
史
性
を
踏
ま
え
て
、
私
た
ち
現
代
人

は
大
人
へ
と
成
長
す
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
論
理
を
駆
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
言
語
機
能
は
飛
躍
的
に
発
達
す
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
た
び

言
語
機
能
が
進
化
と
発
達
を
遂
げ
る
と
、
私
た
ち
現
代
人
は
言
語
機
能
を
ま
す
ま
す
研
ぎ
澄
ま
す
方
向
へ
と‵

一
面
化
’
し
て
い
く
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
全
体
性
の
把
握
に
適
し
た
視
覚
認
識
機
能
の
活
用
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
大
人
の
視
覚
認
識
機

能
に
は
個
人
差
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
学
生
に
自
画
像
を
描
い
て
も
ら
う
と
、
そ
の
絵
の
質
が
極
め
て
ば
ら
ば
ら
な
の
で

あ
る
。

（
二
）
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
引
き
起
こ
す
自
律
運
動

　

図
3
に
示
す
よ
う
に
、
一
次
元
鎖
状
構
造
体
に
お
け
る
刺
激
伝
播
の
様
子
を
計
算
機
実
験
し
た（
28
）。
モ
デ
ル
と
し
て
、
二
種
類
の
鎖

状
構
造
体
を
考
え
る
（
図
3
左
端
と
中
央
）。
同
じ
要
素
が
一
次
元
に
連
な
っ
た
鎖
状
構
造
体
の
左
端
に
刺
激
を
一
回
だ
け
与
え
て
み
る
。
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両
者
の
鎖
状
構
造
体
に
は
、
構
造
的
な
違
い
は
な
い
。
た
だ
し
、
相
互
作
用
に
著
し

い
違
い
が
あ
る
。
一
方
の
鎖
状
構
造
体
の
場
合
で
は
、
相
互
作
用
は
隣
接
要
素
同
士

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
左
端
に
与
え
ら
れ
た
刺
激
は
右
方
向
へ
と

ス
ム
ー
ズ
に
伝
播
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
刺
激
が
右
端
に
到
達
し
た
時
点
で
刺

激
の‵

応
答
’
は
終
了
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
他
方
の
鎖
状
構
造
体
の
場
合
で
は
、
相
互
作
用
は
隣
接
要
素
同
士

ば
か
り
で
な
く
一
つ
お
き
の
要
素
に
も
働
い
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
相

互
作
用
は
互
い
に
干
渉
し
あ
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
関
係
（
引
力
と
斥
力
の
関
係
）
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
左
端
に
刺
激
を
一
回
だ
け
与
え
て
も
、
状
況
は
一
変

す
る
。
確
か
に
、
刺
激
は
右
方
向
に
伝
播
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
伝
搬
は
ス
ム
ー

ズ
で
は
な
い
。
し
か
も
、
刺
激
が
右
端
で‵
反
射
’
し
て
、
右
端
か
ら
左
方
向
へ

と
刺
激
の
伝
播
が
は
じ
ま
る
（
図
3
中
央
）。
そ
の
後
、
一
つ
の
波
が
二
つ
の
波
へ

と
分
裂
す
る
。
そ
し
て
、
運
動
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
、
こ
の
複
雑
化
は
終
わ
る
こ

と
な
く
続
い
て
い
く
（
図
3
右
端
）。

　

こ
の
計
算
機
実
験
結
果
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
同
一
の
一
次
元
鎖
状
構
造
体
で
あ

り
な
が
ら
、
相
互
作
用
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
関
係
が
含
ま
れ
た
途
端
に
、「
刺
激
へ

の‵

応
答
’」
と
い
う
単
純
な
パ
タ
ー
ン
か
ら
「「
刺
激
へ
の‵

応
答
’」
へ
の‵

応
答
’」
と
い
う
複
雑
な
時
間
・
空
間
カ
オ
ス
へ
と
パ
タ
ー
ン
の
転
換
が
生
じ
た
と

0

t

1000
0 100s

図3図 3　1次元鎖状構造体の刺激応答
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い
う
点
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
科
学
者
の
ド
ネ
ラ
・
メ
ド
ウ
ズ
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
に
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
要
素
は
目
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
要
素
間

の
相
互
作
用
は
目
に
見
え
な
い
。
同
じ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
目
に
見
え
な
い
相
互
作
用
が
異
な
る
た
め
に
、
同
じ
刺
激
へ
の

‵

応
答
’
は
全
く
異
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
目
に
見
え
る
要
素
に
着
目
し
て
要
素
還
元
論
に
固
執
し
て
い
る
限
り
、
こ
う
し
た
事

態
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
先
の
計
算
機
実
験
に
お
け
る
挙
動
の
違
い
を‵

創
造
的
’
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
還
元
論

―
―
す
な
わ
ち
、‵

要
素
へ
の
還
元
’と‵

要
素
間
の
関
係
性
へ
の
還
元
’と
い
う
異
な
る
観
点
―
―
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

（
三
）
新
た
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
導
入
に
よ
る
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
引
き
起
こ
す
カ
オ
ス
運
動
」
の
変
容

　

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
創
造
性
を
生
む
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
引
き
起
こ

す
カ
オ
ス
運
動
」
を‵

意
図
的
’
に
抑
制
で
き
る
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
問
題
創
発
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

逆
説
的
に
活
用
す
れ
ば
、
問
題
創
発
を‵

変
容
’（
す
な
わ
ち
、
相
転
移
）
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 　

そ
こ
で
、
一
次
元
鎖
状
構
造
体
と
し
て
、
構
造
が
均
一
で
あ
る
場
合
と
不
均
一
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
計
算
機
実
験
し
た
（
図
4
）。

ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
左
端
に
自
己
刺
激
す
る
要
素
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
要
素
間
に
は
、
二
種
類
の
相
反
す
る
相
互

作
用
が
働
い
て
い
る
。
構
造
が
均
一
な
場
合
で
は
、
波
は
右
端
で
反
射
し
て
逆
方
向
に
伝
播
し
て
い
る
。
そ
の
左
向
き
の
波
は
、
し
ば
ら

く
し
て
、
再
び
右
向
き
に
逆
転
し
て
い
る
（
図
4
左
端
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
構
造
の
不
均
一
性
の
影
響
を
調
べ
る
目
的
か
ら
、
一
次
元

鎖
状
構
造
体
の
右
端
に
全
体
の
二
割
に
当
た
る
緩
衝
要
素
（
構
造
は
あ
り
、
相
互
作
用
も
働
く
が
、
能
動
的
に
運
動
す
る
こ
と
の
な
い
要
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素
）
を
導
入
し
た
（
図
4
中
央
）。
二
種
類
の
相
反
す
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
的
な
相
互

作
用
は
温
存
し
た
ま
ま
に
し
て
、
新
た
に
構
造
上
の
不
均
一
性
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
は
じ
め
は
多
少
の
乱
れ
た
パ
タ
ー
ン
が
観
察
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
は
安
定
し
て
秩
序
運
動
が
持
続
し
た
。
つ
ま
り
、
運
動
が
カ
オ
ス
状
態
か
ら
秩

序
状
態
へ
と
相
転
移
す
る
こ
と
を
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
で
き
た
の

で
あ
る（
28
）。
す
な
わ
ち
、
新
た
に
構
造
的
な
不
均
一
性
を
導
入
す
る
際
、
導
入
す

る
不
均
一
性
構
造
の
長
さ
が
あ
る
閾
値
（
全
体
の
二
〇
％
）
を
超
え
た
瞬
間
、
運
動

が
カ
オ
ス
状
態
か
ら
秩
序
状
態
へ
と
相
転
移
す
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
図
4
右
端
）。

　

近
年
、「
二
十
％
ル
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
ル
ー

ル
は
、
活
動
的
な
組
織
で
実
際
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る（
32
）。
組
織
の
二
十
％
の
メ

ン
バ
ー
が
、
自
由
に
発
想
し
て
行
動
す
る
。
あ
る
い
は
、
組
織
メ
ン
バ
ー
の
一
人
一

人
は
、
勤
務
時
間
の
二
十
％
を
自
由
な
発
想
や
行
動
に
当
て
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
。
実
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
感
染
者
全
員
が
感
染
を
拡
大
さ
せ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
二
十
％
程
度
の
ご
く
限
ら
れ
た
人
間
が
感
染
拡
大
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
エ
ピ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
挙
動
が
カ

オ
ス
か
ら
秩
序
へ
と
転
換
す
る
臨
界
点
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ェ
ル
の
言
う
テ
ィ
ッ
ピ
ン

カカオオスス

秩秩 序序

図4図 4　カオスと秩序
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グ
・
ポ
イ
ン
ト
（
す
な
わ
ち
、
相
転
移
点
）
と
言
え
る
。
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ェ
ル
は
次
の
よ
う
に
言
う
（
二
十
五
頁
）。「
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
・
ポ

イ
ン
ト
の
世
界
と
は
、
予
期
せ
ぬ
も
の
が
予
期
さ
れ
る
も
の
と
な
る
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
根
底
的
な
変
化
は
た
ん
な
る
可
能
性
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
―
―
私
た
ち
の
予
測
に
反
し
て
―
―
確
実
に
起
こ
る
」
と
。

　

理
論
生
物
学
者
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
カ
ウ
フ
マ
ン（
33
）
は
「
カ
オ
ス
と
秩
序
の
狭
間
」
が
存
在
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
進

化
や
疾
患
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
起
こ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
起
こ
り
え
る
こ
と
へ
と
転
換
す
る
に
は
、
極
め
て
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に

あ
る
臨
界
点
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
、「
カ
オ
ス
と
秩
序
の
狭
間
」
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
関
連
し
て
、
哲
学
者
の
野

家
啓
一
の
『
は
ざ
ま
の
哲
学
』（
34
）
は
混
沌
と
し
た
現
代
世
界
に
、「
ど
ち
ら
で
も
あ
り
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
い
う‵

は
ざ
ま
’
の

も
つ
意
味
を
私
た
ち
に
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

こ
こ
で
論
点
を
整
理
し
た
い
。（
二
）節
で
は
、運
動
パ
タ
ー
ン
は‵

ス
ム
ー
ズ
’な
運
動
か
ら‵

カ
オ
ス
’的
な
挙
動
へ
と
転
換
し
た
。

そ
の
際
に
は
、
相
互
作
用
に
引
力
と
斥
力
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
数
学
的
に
は‵

方
程
式
’
を
書
き
換
え
た
こ
と

に
対
応
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、（
三
）
節
で
は
、‵

カ
オ
ス
’
的
な
挙
動
が‵

秩
序
’
運
動
へ
と
転
換
し
た
。
こ
の
場
合
は
、‵

方

程
式
’
は
書
き
換
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
内
部
構
造
に
二
〇
％
の
不
均
一
性
（
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）
を
導
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
外
見
的

な
シ
ス
テ
ム
の
構
造
と
要
素
間
の
相
互
作
用
は
変
わ
ら
な
い
が
、
内
部
構
造
に
不
均
一
性
を
導
入
し
た
こ
と
が
運
動
の
転
換
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
。四　

ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、転
移
・
逆
転
移
、同
定
、翻
訳
）
―
―
非
連
続
的
飛
躍
の
本
質
―
―

　

創
造
性
に
必
要
な
二
つ
目
の
方
法
論
上
の
特
性
が
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
パ
ー
ス
が
新
た
な
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仮
説
を
発
見
す
る
方
法
と
し
て
、
帰
納
で
も
演
繹
で
も
な
い
飛
躍
を
生
む
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
斬
新
な
論
理
を
提
唱
し
た（
35
）。
帰

納
論
理
も
演
繹
論
理
も
、
前
提
に
結
論
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
新
た
な
情
報
の
生
成
は
起
こ
り
得
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
二

つ
の
論
理
で
は
飛
躍
は
生
じ
な
い
。
湯
川
秀
樹
も
、
科
学
に
お
け
る
理
論
の
も
っ
と
も
重
要
な
進
歩
は
飛
躍
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
こ
の‵
非
連
続
’的
な
飛
躍
を
生
み
出
す
た
め
に
、湯
川
は「
同
定
」（
36
）
と
い
う
過
程
が
重
要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。「
同

定
」
と
は
、
異
な
る
現
象
を
同
じ
と
見
な
す
操
作
で
あ
る
。
本
稿
で
述
べ
て
い
る
類
推
や
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
―
―
す
な
わ
ち
「
転
移
・
逆

転
移
」
―
―
と
同
義
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
同
定
」
あ
る
い
は
「
転
移
・
逆
転
移
」
の
過
程
が
有
効
に
働
い
た
実
例
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
万
有
引
力
を
発
見
す
る
際
に
、

落
下
す
る
リ
ン
ゴ
と
地
球
を
ま
わ
る
月
を
「
同
定
」
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ア
リ
エ
テ
ィ
（
二
三
八
頁
）（
26
）
が
着
目
し
た
の
も
、「
探

究
の
目
的
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
な
に
も
の
か
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
も
の
」の
重
要
性
で
あ
る
。
以
下
で
は
、こ
の
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
さ
ら
に
拡
張
し
て
、
二
つ
の
対
立
す
る
概
念
や
状
態
の
間
の‵

翻
訳
’
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
論
考
し
た
い
。

（
一
）
翻
訳
と
は
何
か 

―
―
創
造
的
認
識
の
一
形
態
と
し
て
―
―

　

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
六
日
、
京
都
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
未
来
創
成
学
の
展
望
』
に
哲
学
者
の
上
原
麻
有
子
と
私
た
ち
著
者
ら

は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た（
37
）。
そ
の
場
で
、
上
原
は
興
味
深
い
問
題
を
自
問
自
答
し
た
。「
東
洋
の
哲
学
を
西
洋
世
界
に
向
け

て
翻
訳
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
？

私
の
見
解
で
は
、
東
西
文
化
の
間
で
の
翻
訳
は
、
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か
。
極
論
を
言
え
ば
、

翻
訳
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」。
直
後
に
、
宇
宙
物
理
学
者
の
佐
々
木
節
が
、「
科
学
者
が
自
然
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
あ
る

意
味
で
は
翻
訳
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
確
か
に
、
自
然
を
完
全
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
は
可
能
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で
あ
る
。
そ
う
信
じ
て
研
究
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

本
稿
の
冒
頭
に
引
用
し
た
先
人
た
ち
の
観
点
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
全
て
の
見
解
に
は
等
し
く
妥
当
性
が
あ
る
と

言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
論
を
用
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
時
間
・
空
間
ス
ケ
ー
ル
に
着

目
す
る
か
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
理
解
に
届
く
よ
う
な
翻
訳
が
「
可
能
」
で
あ
っ
た
り
、「
不
可
能
」
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
二
）
こ
こ
ろ
の
病
か
ら
の
回
復
を
支
え
る‵

翻
訳
’
作
業

　

‵

翻
訳
’
と
い
う
作
業
を
心
身
の
相
互
理
解
へ
と
拡
張
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
人
は
自
分
自
身
の
心
身
の
シ
グ
ナ
ル
を
う

ま
く‵

翻
訳
’
で
き
な
く
な
る
と
、
様
々
な
病
を
発
症
し
て
し
ま
う
。
逆
に
、
心
身
の
シ
グ
ナ
ル
が
う
ま
く‵

翻
訳
’
さ
れ
は
じ
め
る

と
き
、
治
癒
の
兆
候
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
病
の
発
症
と
病
と
の
共
生
と
い
う
異
な
る
状
態
の
間
に‵

翻
訳
’
作
業

が
な
さ
れ
る
と
き
、
私
た
ち
人
間
は
病
か
ら
の‵
回
復
’
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
医
療
と
看
護

実
践
の
二
つ
の
視
点
か
ら
、
論
考
を
加
え
て
み
た
い
。

　
「
回
復
」
と
は
何
か
と
問
う
と
、
通
常
、
返
っ
て
く
る
の
は
「
元
に
戻
る
こ
と
」
と
い
う
答
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
物
学
的
・
医
学
的

観
点
に
立
っ
た
考
え
方
と
言
え
る
。
病
や
障
碍
を
忌
む
べ
き
も
の
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考

え
を
持
ち
続
け
て
い
る
と
、
例
え
ば
、
が
ん
組
織
を
外
科
的
治
療
に
よ
り
除
去
で
き
た
と
し
て
も
、
が
ん
に
罹
患
し
た
患
者
は
再
発
の
不

安
に
脅
か
さ
れ
続
け
て
心
が
病
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。現
実
的
に
日
々
、時
間
経
過
の
中
で
変
化
し
続
け
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
、「
元

に
戻
る‵

こ
と
’」
は
望
め
な
い（
38
）。
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精
神
科
医
療
に
お
い
て
は
、「
回
復
」（
リ
カ
バ
リ
ー
）
は
、「
元
に
戻
る‵

こ
と
’」
で
は
な
く
、時
間
の
流
れ
の
中
で
、心
身
を
再
統
合
・

再
構
成
し
な
が
ら
、「
ま
っ
た
く
新
し
い
可
能
性
を
拓
こ
う
と
す
る‵

過
程
’」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
新
し
い
可
能
性
と
は
、

夢
や
希
望
、
や
り
た
か
っ
た
学
習
、
仕
事
等
、
何
で
も
よ
い
。
ま
っ
た
く
新
し
い
可
能
性
を
拓
こ
う
と
す
る‵

過
程
’
そ
の
も
の
に
価

値
を
置
く
の
で
あ
る
。
仏
教
哲
学
に
お
け
る
、（
病
の
）
は
じ
ま
り
、（
病
の
）
さ
な
か
、（
病
と
の
共
存
に
よ
る
病
の
）
お
わ
り
が
、
す

べ
て
首
尾
一
貫
し
て
い
て
そ
の
統
一
性
に
乱
れ
が
な
い
状
況
を
指
す（
39
）。こ
の
よ
う
な
全
体
性
の
観
点
に
立
っ
た
医
療
に
お
い
て
は
、「
こ

の
病
気
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
一
致
し
た
言
葉
が
患
者
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
気

づ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
人
の
優
し
さ
や
、日
常
生
活
の
中
に
潜
む
輝
き
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
言
う（
第
一（
二
）節
、参
照
）。

　

著
者
の
一
人
も
看
護
師
と
し
て
、
う
つ
病
の
た
め
に
生
き
る
希
望
を
失
い
、
自
殺
未
遂
後
に
助
け
ら
れ
た
Ａ
氏
を
看
護
し
た
経
験
が
あ

る
。
Ａ
氏
は
、
看
護
師
で
あ
る
著
者
に
向
か
っ
て
「
死
に
た
い
と
思
っ
た
の
に
死
ね
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
。
元
に
戻
れ
る

か
な
」
と
質
問
し
た
。
そ
の
質
問
を
聞
い
た
著
者
は
、「
Ａ
さ
ん
に
は
、
元
に
戻
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
答
え
た
。
Ａ
氏
は
驚
い
た
顔
を

し
た
。
そ
こ
で
、「
も
し
、
元
に
戻
っ
た
ら
、
ま
た
、
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
返
し
て
み
た
。
Ａ
氏
は
、
し
ば
ら
く
考

え
こ
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、「
第
二
の
人
生
を
生
き
よ
う
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
く
た
め
に
病
気
に
な
っ
た
と
思
う
か
ら
」
と
語
り

か
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
通
り
退
院
し
、
第
二
の
人
生
を
歩
ん
で
い
る
。‵

翻
訳
’
作
業
が
無
意
識
・
意
識
の
協
調
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
と
、
新
し
い‵

意
味
’
が
創
発
す
る
の
で
あ
る
。

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
高
橋
も
、
治
癒
に
つ
い
て
、
う
つ
病
で
十
年
間
も
苦
し
ん
だ
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
事
例
を
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る（
40
）。「
彼
女
が
み
つ
け
た
い
ち
ば
ん
の
価
値
は
、
自
分
の
心
に
正
直
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
を
広
げ
る
こ
と
だ
。
自
分
の

心
に
湧
い
て
く
る
あ
ら
ゆ
る
感
情
を
圧
し
殺
し
た
り
、
無
視
し
た
り
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
感
じ
と
る
こ
と
で
あ
る
。
曲
が
っ
た
感
情
も
、

美
し
い
感
情
も
自
分
の
も
の
と
し
て
静
か
に
眺
め
る
こ
と
。
す
る
と
、
心
が
大
き
く
広
が
り
、
彼
女
は
今
ま
で
感
じ
な
か
っ
た
も
の
が
感
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じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
は
美
し
い
花
か
ら
放
射
さ
れ
る
力
強
い
生
命
力
、森
に
宿
る
豊
か
な
命
で
あ
る
」（
二
〇
五
〜
二
〇
六
頁
）。

「
彼
ら
は
、
病
気
を
し
な
け
れ
ば
気
づ
か
な
か
っ
た‵

普
通
’
の
生
活
の
奥
に
あ
る
価
値
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
価
値
は
、
自
分

の
心
を
奥
深
く
探
っ
て
い
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
病
気
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
」（
二
〇
八
頁
）
と
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
、‵

翻
訳
’作
業
に
よ
る
新
た
な‵

価
値
’創
造
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、新
た
な‵

意
味
’や‵

価
値
’

の
創
造
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
私
た
ち
著
者
の
病
体
験
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
ま
ま
生
き
て
い
て
も
自
分
は
幸
せ
に
な
れ
な
い
と
い

う
閉
塞
感
・
挫
折
感
に
襲
わ
れ
る
時
期
を
思
い
出
す（

8
）。
そ
し
て
、
そ
の
絶
望
感
こ
そ
が
再
生
の
源
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
今
な
ら
わ
か

る
。
高
橋
も
退
路
を
断
つ
た
め
に
絶
望
が
必
要
だ
と
言
う
。
絶
望
が
不
退
転
の
決
意
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
絶

望
が‵

翻
訳
’
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
新
た
な‵

意
味
’
や‵

価
値
’
が
創
発
さ
れ
ず
、
逆

に
そ
の
身
体
表
現
と
し
て
、
不
治
の
病
や
障
碍
が
現
れ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、「
象
徴
的
死
」（
16
）
と
捉
え
ら
れ
る
自
傷
行
為
や
自
殺
企

図
へ
と
転
じ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
「
象
徴
的
死
」
の
創
造
的
な
意
味
が‵

翻
訳
’
作
業
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
と
事
態

は
好
転
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、精
神
的
な
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
人
生
を
再
生
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

生
命
体
と
し
て
の
身
体
の
命
は
維
持
し
つ
つ
、
自
分
が
死
に
た
い
と
い
う
心
を‵

死
な
せ
る
’
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
、
精
神

レ
ベ
ル
に
お
け
る‘neg-em
ergence

（
反
創
発
）’
と
い
う
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
（
第
一
（
二
）
節
、参
照
）。
医
療
者
は
「
反
創
発
」

と
し
て
の
「
象
徴
的
死
」
を
、
患
者
自
身
が
新
た
な
人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
対
処
と
捉
え
て
、
再
生
に
向
け
て
支
援
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
看
護
師
も
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
患
者
を
支
援
す
る
目
標
は
、
病
や
障
碍
を
取
り
除
く
こ
と
で
は
な
い
。
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
や
患
者
自
身
が
、
自
ら
の
人
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
再
構
築
す
る
た
め
に
病
や
障
碍
が
必
要

で
あ
っ
た
と
い
う
境
地
に
辿
り
着
く
こ
と
で
あ
る（
41
）。
こ
れ
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
強
制
収
容
所
か
ら
生
還
し
た
フ
ラ
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ン
ク
ル
が
創
成
し
た
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
（
意
味
論
）
に
も
通
じ
る（
42
）。
フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
生
き
る
意
味
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
自
ら
の
体
験
か
ら
学
ん
だ
。
病
や
障
碍
と
共
存
し
な
が
ら
も
、
人
生
に
新
し
い
価
値
を
見

出
す
力
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
患
者
自
身
に
在
る
。
こ
れ
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
で
あ
る
。
支
援
者
は
、
こ
の
人
間
の
も
つ
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
心
か
ら
信
じ
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
患
者
と
共
に
リ
カ
バ
リ
ー‵

過
程
’
に
伴
走
す
る
。
リ
カ
バ
リ
ー
過
程
に
は
時
間
が

か
か
る
。
そ
の
間
、
答
え
が
出
な
い
状
態
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
耐
え
る
力
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
（
負
の
力
）

で
あ
る
。
援
助
者
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
患
者
と
共
に
在
り
続
け
る
。
こ
こ
に
、
こ
こ
ろ

の
病
か
ら
の
回
復
を
支
え
る
援
助
の‵

技
’
が
あ
り
、‵

翻
訳
’
を
介
し
て‵

回
復
’
過
程
を
創
発
す
る
本
質
が
あ
る
。

五　

フ
ラ
ク
タ
ル
（
入
れ
子
構
造
）
―
―
部
分
に
全
体
を
見
る
―
―

　

創
造
性
に
必
要
な
方
法
論
上
の
三
つ
目
の
特
性
が
、
部
分
に
全
体
と
同
じ
構
造
を
見
い
だ
す
フ
ラ
ク
タ
ル
で
あ
る
。
画
家
は
、
あ
る
種

の
「
高
揚
状
態
」
に
な
ら
な
い
と
創
造
的
に
絵
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い（

3
）。
そ
の
た
め
に
、
退
屈
な
線
や
形
を
何
度
も
描
き
、
ま
た

一
人
の
時
間
を
大
切
に
す
る
。
こ
う
し
て
、
対
象
に
関
し
て
何
も
知
ら
な
い
よ
う
な
精
神
状
態
を
生
み
出
し
、
対
象
を
今
ま
で
見
た
こ
と

も
な
い
よ
う
に
見
よ
う
と
す
る
。
そ
の
特
徴
は
、「
ボ
ー
と
し
な
が
ら
集
中
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
、
部
分
と
全
体
を
同
等

に
眺
め
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
フ
ラ
ク
タ
ル
を
具
現
化
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
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（
一
）
曼
荼
羅
に
見
る
自
己
相
似
性 

　
 

―
―
創
造
的
過
程
を
展
開
す
る
道
具
と
し
て
―
―

　

フ
ラ
ク
タ
ル
（
入
れ
子
構
造
）
の
特
徴
は
、金
剛
界
・
曼
荼
羅
に
よ
く
現
れ
て
い
る
（
図

5
左
）。
曼
荼
羅
は
世
界
に‵

無
数
’
に
存
在
し
て
お
り
、
曼
荼
羅
に
関
す
る
解
説
書
が

多
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
人
類
が
曼
荼
羅
に
対
面
す
る
時
は
、
そ
れ
自
体
を
単
な
る
客
観

的
な
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
世
界
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
捉
え
る
必
要
が

あ
る（
43
）。

　

曼
荼
羅
「
マ
ン
ダ
ラ
（m

andala
）」
と
は
、
本
質
（m

anda

）
を
得
る
（la

）
と
い
う

意
味
で
、
最
高
の
悟
り
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
場
所
を
示
し
て
い
る
と
言
う（
44
）。

こ
う
し
た
曼
荼
羅
こ
そ
が
、
矛
盾
対
立
を
調
和
す
る
全
体
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
人
々
の

心
の
中
に
自
然
に
生
じ
る（
45
）。
そ
れ
が
表
現
の
世
界
と
し
て
の
芸
術
で
あ
り
、
西
田
幾

多
郎
の
言
う
「
場
所
」
な
の
で
あ
る（
46
・
70
）。
し
か
し
、
一
旦
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た

曼
荼
羅
に
い
つ
ま
で
も
固
執
す
る
と
、
か
え
っ
て
人
々
の
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
砂
で
描
い
た
曼
荼
羅
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
の
生
成

と
消
滅
の
過
程
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
は
、
す
べ
て
の
創
造
的
過
程

に
当
て
は
ま
る
。

　

図
5
（
中
央
・
右
）
に
示
す
よ
う
にG

oldberger 

ら
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
心
拍
変

Goldberger A L et al. PNAS 2002;99:2466-2472

図5図 5　フラクタル構造とカオス過程
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動
デ
ー
タ
は
、
私
た
ち
の
予
想
を
覆
す（
47
）。
私
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に
、
健
康
を
秩
序
に
、
病
気
を
カ
オ
ス
の
よ
う
な
無
秩
序
に
対

応
し
て
考
え
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
物
学
的
に
は
そ
の
逆
が‵

真
’
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
カ
オ
ス
は
生
命
現
象（
30
）

や
経
済
現
象
、
地
震
現
象
な
ど
、
多
様
な
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
極
め
て
普
遍
的
に
観
測
さ
れ
る
。
こ
れ
が
自
然
本
来
の
姿
だ
っ
た
の
で
あ

る
。G

oldberger 
ら
の
心
拍
変
動
デ
ー
タ
に
見
ら
れ
る
健
常
者
の
特
徴
も
カ
オ
ス
で
あ
る
（
図
5
右
端
）。
な
ぜ
、
こ
う
し
た
カ
オ
ス
的

な
パ
タ
ー
ン
が
健
常
者
の
特
徴
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
と
し
て
、私
た
ち
の
「
外
」
の
世
界
が
予
測
不
可
能
な
状
況
に
あ
る
た
め
に
、

私
た
ち
の
「
内
」
な
る
シ
ス
テ
ム
も
同
じ
よ
う
な
予
測
不
可
能
な
状
態
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
観
点
は
、
そ
の
ま
ま
知
覚
・
認
識
シ
ス
テ
ム
に
も
転
移
（
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
手
の
デ
ッ

サ
ン
を
描
く
際
、
視
野
全
体
を
見
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の
な
か
で
知
覚
す
る
部
分
を
全
体
お
よ
び
相
互
の
関
係
で
見
る
能
力
が
必
要
と
な

る
。
つ
ま
り
、
全
体
と
部
分
を
同
時
に
見
る
た
め
に
、
入
れ
子
的
な
構
造
を
必
然
的
に
知
覚
す
る
の
で
あ
る（

3
）。
こ
の
絵
を
描
く
創
造

的
過
程
は
、
問
題
の
創
造
的
解
決
の
過
程
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
者
の
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ル
ト

ハ
イ
マ
ー
に
よ
る
と
、「
全
体
を
小
さ
い
全
体
に
わ
け
、
こ
の
小
さ
い
全
体
を
（
全
体
像
を
見
失
う
こ
と
な
く
）
同
時
に
見
通
す
こ
と
が
、

創
造
的
思
考
の
重
要
な
段
階
で
あ
る
」
と
言
う
（
文
献
26
、
十
三
頁
）。

　

ア
リ
エ
テ
ィ（
26
）
に
よ
れ
ば
、「
創
造
力
は
、
偶
然
を
、
偶
発
事
を
、
変
則
的
事
象
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
事
象

を
宇
宙
の
秩
序
の
一
部
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
」（
二
三
七
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、「
個
別
と
普
遍
は
と
も
に

同
じ
現
実
の
部
分
で
あ
る
」（
二
三
八
頁
）
と
結
論
づ
け
る
。
心
理
学
者
の
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
（
文
献
26
、
十
三
頁
）
の
「
拡
散
的
思
考
」
と

「
収
斂
的
思
考
」
も
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
を
念
頭
に
置
く
こ
と
で
、
そ
の
本
質
的
な
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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九
〇

（
二
）
動
的
過
程
の
自
己
相
似
性 　

―
―
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
る
自
然
選
択
説
の
提
唱
と
再
発
見
―
―

　
「
部
分
に
全
体
と
同
じ
構
造
を
見
い
だ
す
フ
ラ
ク
タ
ル
」
と
述
べ
る
と
、
静
的
な
入
れ
子
構
造
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

フ
ラ
ク
タ
ル
は
健
常
者
の
心
拍
変
動
ば
か
り
で
な
く
、
動
的
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
も
働
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に

示
す
よ
う
に
、
実
際
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
自
然
選
択
説
」
が
場
所
を
変
え
、
時
間
を
変
え
て
繰
り
返
し
再
発
見
さ
れ
て
き
た
事
実
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

　

博
物
学
者
・
テ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
飼
育
動
植
物
を
観
察
し
、
人
類
に
よ
る
品
種
改
良
の
過
程
を
調
べ
た
。
そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
「
人
為
選
択
」
の
過
程
を
見
い
だ
し
た
。
ま
ず
、
人
間
は
各
個
体
間
に
表
現
さ
れ
て
い
る
特
徴
に
着
目
す
る
。
次

に
、
そ
の
着
目
し
た
特
徴
が
遺
伝
的
な
変
異
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
人
間
は
、
継
代
的
に
そ
の
特
徴
を
「
人

為
選
択
」
す
る
。
こ
う
し
た
「
人
為
選
択
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
品
種
改
良
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。

　

こ
こ
で
「
転
移
」（
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
が
用
い
ら
れ
る
。
自
然
界
に
生
息
す
る
野
生
生
物
種
に
お
け
る
新
種
の
起
源
も
、
飼
育
動
植
物

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
生
物
個
体
の
遺
伝
的
変
異
に
基
づ
く
「
自
然
選
択
」
に
よ
っ
て
新
種
の
起
源
を
論
理
的
に
説
明
で
き
る
と
い
う

洞
察
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
八
五
九
年
に
抜
粋
と
い
う
形
で
出
版
さ
れ
た
『
種
の
起
源
』
と
し
て
結
実
す
る（
48
）。

　

こ
の
「
自
然
選
択
説
」
は
、
以
下
の
三
段
階
か
ら
説
明
さ
れ
る
（
図
6
）。

（
1
） 

遺
伝
的
変
異
に
よ
っ
て
多
様
な
個
体
が
存
在
す
る
（Preexisting variability

）。

（
2
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
が
特
定
の
環
境
に
遭
遇
す
る
（Encounter w

ith environm
ent

）。

（
3
） 

特
定
の
環
境
に
適
応
し
た
個
体
が
子
孫
を
増
や
す
（Proliferation
）。
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ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』（
一
八
五
九
年
）
出
版
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
〇
〇
年
後
、免
疫
学
者
の
バ
ー
ネ
ッ
ト
は『
獲
得
免
疫
に
関
す
る
ク
ロ
ー

ン
選
択
説
』（
一
九
五
九
年
）
を
出
版
し
た（
49
）。
こ
の
当
時
、
免
疫
学
に

お
け
る
挑
戦
的
問
題
と
は
、私
た
ち
人
間
の
免
疫
系
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
遭
遇
し
た
こ
と
も
な
い
病
原
体
を‵

認
識
’
し
て
、
免
疫

応
答
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ク
ロ
ー
ン
と
は
、
一
つ
の‵

親
’
細
胞
の
分
裂
に
よ
っ
て
増
殖
し
た
す

べ
て
の‵

子
孫
’
細
胞
で
あ
る
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
免
疫
の
分
野
に
入

る
前
、単
細
胞
生
物
で
あ
る
細
菌
（
バ
ッ
ク
テ
リ
ア
）
を
研
究
し
て
い
た
。

細
菌
は
分
裂
を
繰
り
返
し
、
子
孫
細
胞
を
増
や
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
過

程
で
突
然
変
異
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
に
、同
一‵
親
’
細
菌
の
ク
ロ
ー

ン
と
は
い
え
、
多
様
な‵

子
孫
’
細
菌
が
集
団
（
コ
ロ
ニ
ー
）
と
し
て

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
細
菌
の
コ
ロ
ニ
ー
に
潜
む
多
様
性
を
観
察
し
て
い
た
バ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
ち
ょ
う
ど
飼
育
動
食
物
の
多
様
性
を
観
察
し
て
い
た
ダ
ー

ウ
ィ
ン
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
生
物

種
の
レ
ベ
ル
で
提
唱
し
た
「
自
然
選
択
説
」
と
全
く
同
じ
理
論
を
、
細
胞

Preexisting variability

Encounter with environment

Proliferation

）ダダーーウウイインンのの自自然然選選択択説説 （（1859））

飼育動植物
がモデル

図6 図 6
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二

種
の
レ
ベ
ル
で
再
発
見
・
再
提
唱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

業
績
で
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
輝
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

バ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
「
免
疫
応
答
理
論
」
の
核
心
は
、「
ク
ロ
ー
ン
選
択

説
」
―
―
換
言
す
る
な
ら
ば
、
細
胞
レ
ベ
ル
の
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
―
―
で

あ
る
。
そ
の
本
質
は
、次
の
三
段
階
で
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
7
）。

（
1
） 

遺
伝
的
変
異
に
よ
っ
て
多
様
な
細
胞
が
存
在
す
る

（Preexisting variability
）。

（
2
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
が
特
定
の
病
原
体
に
遭
遇
す
る

（Encounter w
ith environm

ent
）。

（
3
） 

特
定
病
原
体
に
適
応
し
た
細
胞
が
分
裂
増
殖
す
る

（Proliferation

）。

　　

私
た
ち
人
間
の
「
外
」
の
生
態
系
か
ら
「
内
」
の
免
疫
系
へ
と
対
象
は

変
わ
っ
て
い
る
が
、そ
の
根
底
に
働
い
て
い
る
の
は
、同
一
の
「
自
然
選
択
」

と
い
う
原
理
な
の
で
あ
る
。
こ
の
免
疫
系
の
「
ク
ロ
ー
ン
選
択
説
」
が
提

唱
さ
れ
て
か
ら
、
さ
ら
に
四
半
世
紀
を
経
た
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
、
同

じ
細
胞
レ
ベ
ル
の
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が‵

が
ん
’
の
「
ク
ロ
ー
ン
進
化
理

Preexisting variabilityEncounter with 
environment

Proliferation

バクテリアが
生命モデル

a b c d e f g h i j k l m n

抗抗原原
ｇｇ

g

gg

g g g g

gg

g g g g

g

抗抗体体 ｇｇ

ババーーネネッットトののククロローーンン選選択択説説 （（1959））
図7 図 7



九
三

未
来
共
創
の
哲
学
　〔
村
瀬
・
村
瀬
〕

論
」
と
し
て
再
び
提
唱
さ
れ
た（
50・
51
）。
正
常
細
胞
が
分
裂
を
繰
り
返
す
う

ち
に
、
突
然
変
異
を
蓄
積
し
生
体
内
環
境
で
の
制
御
を
逸
脱
し
、
分
裂
能
、

転
移
能
、
そ
し
て
薬
剤
耐
性
能
を
次
々
と
獲
得
す
る
。
こ
の
が
ん
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
「
ク
ロ
ー
ン
進
化
理
論
」
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
（
図
8
）。

　

以
上
の
展
開
を
メ
タ
視
点
的
に
捉
え
て
み
る
。
す
る
と
、
免
疫
と
が
ん

と
い
う
逆
説
（
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）、
生
態
系
の
進
化
と
人
間
個
人
に
お
け

る
免
疫
や
が
ん
の
進
化
と
い
う
部
分
と
全
体
（
フ
ラ
ク
タ
ル
）、
対
立
す

る
シ
ス
テ
ム
の
相
同
性
（
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
が
解
明
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。

（
三
）
新
発
見
か
ら
超
発
見
に
向
け
て 

　

―
―
理
論
が
も
つ
自
己
超
越
性
―
―

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
る
「
自
然
選
択
説
」
が
場
所
を
変
え
、
時
間
を
変
え

て
繰
り
返
し
再
発
見
さ
れ
て
き
た
歴
史
は
さ
ら
に
続
く
。
興
味
深
い
こ
と

は
、
再
発
見
さ
れ
る
領
域
の
異
質
性
・
意
外
性
で
あ
る
（
図
9
）。

　

本
庶
佑（
52
・
53
）
は
、
免
疫
系
と
並
ん
で
外
界
認
識
系
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
う
神
経
系
、
さ
ら
に
は
発
生
系
も
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
な
変
異
と
選

f

e

d

c

b

a

d

h

d
j

i

h

h

d

f
g

f

d

d

d

Preexisting variability 

Proliferation 

Encounter with
Environment  

細細胞胞増増殖殖因因子子

f

f
f

l

k

f

抗抗ががんん物物質質

f

f
f

f

f

f

f

f
f

f

f

f

ががんんののククロローーンン進進化化理理論論 （（1976））図8 図 8
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四

択
に
基
づ
く
「
選
択
説
」
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
魅
力

的
な
仮
説
を
提
唱
し
た
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
発
生
過
程
に
見
ら

れ
る‵
細
胞
死
’
を
あ
げ
て
い
る
。
実
際
に
、
細
胞
死
は
、
神
経
、
肺
、

心
臓
、四
肢
や
軟
骨
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
観
察
さ
れ
て
お
り
、「
選
択
説
」

を
考
え
る
上
で
の
有
力
な
証
拠
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｇ
・
エ
ー
デ
ル
マ
ン（
54
）
は
、「
神
経
細
胞
群
選
択
説
」
を

提
唱
し
た
。
そ
の
理
論
で
は
、
神
経
細
胞
集
団
か
ら
な
る
神
経
系
の
発
生

過
程
に
着
目
し
、
神
経
細
胞
の‵
細
胞
死
’
に
伴
う‵

負
の
選
択
’
に

加
え
て
、
経
験
や
学
習
に
よ
る
神
経
細
胞
同
士
の
シ
ナ
プ
ス
結
合
と
呼
ば

れ
る
連
絡
強
度
の
増
幅
を
伴
う‵

正
の
選
択
’
と
の
総
体
を
想
定
し
て

い
た
。
こ
こ
で
も
、
神
経
系
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
「
選
択
説
」
が

提
唱
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
、
本
庶
も
エ
ー
デ
ル
マ
ン
も
免
疫
学
の
研
究

者
と
し
て
「
ク
ロ
ー
ン
選
択
説
」
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
同
じ
よ
う
な
形

式
の
理
論
を
再
び
提
唱
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

筆
者
の
一
人
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
プ
リ
オ
ン
病
に
代
表
さ
れ
る

神
経
変
性
疾
患
の
理
論
と
し
て
、「
細
胞
内
分
子
選
択
説
」
を
提
唱
し
た

（M
urase, 1996

）（
55
）。
そ
れ
ま
で
の
免
疫
系
、
発
生
系
、
神
経
系
に
お

け
る
細
胞
レ
ベ
ル
の
「
選
択
説
」
と
は
異
な
り
、
神
経
細
胞
と
い
う
長
寿

a

b

c

1859 time(1959, 1976, 1984, 1987, 1996) 

相相転転移移

a b c

外外 (exo-world)

内内 (endo-system））)

外外 → 内内
変変換換

事事前前

事事後後

認認識識のの系系統統発発生生
ーー自自然然選選択択説説のの提提唱唱ととそそのの再再発発見見ーー

図9 図 9



九
五

未
来
共
創
の
哲
学
　〔
村
瀬
・
村
瀬
〕

命
細
胞
の
内
部
に
お
け
る
分
子
代
謝
反
応
系
に
対
す
る
拮
抗
阻
害
性
を
新
た
に
獲
得

し
て
い
く
分
子
沈
着
過
程
に
着
目
し
て
い
る
点
が
、
こ
の
理
論
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。

　

認
識
の
系
統
発
生
の
様
相
は
、‵

非
連
続
’
的
な
認
識
の
発
展
で
あ
る
。
進
化
論
、

免
疫
系
、が
ん
疾
患
、発
生
系
、神
経
系
、脳
疾
患
な
ど
、す
べ
て
に
こ
の‵

非
連
続
’

的
な
認
識
の
発
展
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
、「
外
」
の
世
界
に
お
け
る
多
様
な

現
象
が
、「
内
」
な
る
世
界
の
樹
状
構
造
的
な
関
係
性
へ
と
転
移
す
る
図
式
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
本
質
は
、
構
造
主
義
言
語
学（
56
）
や
物
語
の
構
造
分

析（
57
）
で
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
時
間
経
過
に
伴
っ
て
現
れ
る
系
列
変
化
の
表

層
的
次
元
か
ら
、
奥
行
き
の
あ
る
意
味
的
次
元
を
樹
状
構
造
と
し
て
捉
え
る
過
程
と

し
て
、
一
般
的
に
構
造
化
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図
10
）。

　
「
選
択
説
」
が
個
体
レ
ベ
ル
、
細
胞
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
分
子
レ
ベ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ

独
立
に
提
唱
さ
れ
て
き
た
科
学
史
を
眺
め
る
と
、
認
識
の
系
統
発
生
に
つ
い
て
統
一

理
論
を
構
築
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
対
象
が
生
物
種
、
細
胞
種
、
あ

る
い
は
分
子
種
を
問
わ
ず
、
さ
ら
に
は
言
語
や
物
語
に
お
い
て
さ
え
も
、
外
的
に
は

一
見
バ
ラ
バ
ラ
に
点
在
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
部
分
的
な
存
在
が
、
内
的
に
は
相

互
の
関
連
性
に
よ
っ
て
一
つ
の
全
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

新
理
論
提
唱
に
伴
っ
て
認
識
が
深
ま
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
メ
タ
認
識
と
い
う
観
点

X

B
A

dce a

同同一一レレベベルル内内のの関関係係

時時間間

dce a

時時
間間

A

意意
味味

レレ
ベベ
ルル

（（
内内

容容
））

表表
現現

レレ
ベベ
ルル

（（
形形

式式
））

異異ななるるレレベベルル間間のの関関係係

系系列列連連鎖鎖モモデデルル 階階層層モモデデルル

超超
対対

象象
レレ
ベベ
ルル

（（
概概

念念
））

レレベベルル内内・・間間・・超超のの関関係係

超超対対象象モモデデルル
図10
図 10　構成的認識論の構造モデル
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六

か
ら
捉
え
て
み
る
と
、「
外
」
に
開
い
た
構
造
か
ら
「
内
」
に
閉
じ
た
構
造
へ
の
相
転
移
と
し
て
一
貫
し
て
表
現
で
き
る
の
で
あ
る
（
図

9
お
よ
び
図
10
参
照
）。

六　

進
化
と
学
習
の
相
同
性 

―
―
創
造
的
認
識
の
一
形
態
と
し
て
の
進
化
―
―

　

今
日
、「
進
化
と
学
習
は
同
じ
原
理
で
説
明
で
き
る
」
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
は
じ
め
て
い
る（

8
・
9
・
58
）。
も
ち
ろ
ん
、‵

進
化
’
は

‵

創
造
’
的
な
側
面
ば
か
り
で
な
く
、‵

創
造
’
と‵

破
壊
’
を
含
め
た
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
と
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で

探
求
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

（
一
）
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
と
学
習
過
程

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
は
、
以
下
の
三
段
階
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
を
既
に
述
べ
た
（
図
6
・
7
・
8
参
照
）。

（
1
）
遺
伝
的
変
異
を
伴
う
多
様
な
個
体
が
存
在
す
る　

↓　

問
題
発
見

（
2
）
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
が
特
定
の
環
境
に
遭
遇
す
る　

↓　

仮
説
提
示

（
3
）
特
定
環
境
に
適
応
し
た
個
体
の
子
孫
が
増
え
る　

↓　

検
証
作
業

　　

実
は
、
上
記
の
（
1
）
か
ら
（
3
）
は
、
問
題
発
見
、
仮
説
提
示
、
検
証
作
業
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、



九
七

未
来
共
創
の
哲
学
　〔
村
瀬
・
村
瀬
〕

生
物
進
化
の
本
質
と
学
習
過
程
の
本
質
が
、
ま
っ
た
く
同
様
な
「
過
程
」
と
し
て

統
合
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図
11
左
）。

　

筆
者
は
、創
造
性
発
現
の
一
般
過
程
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
五
段
階N

EC
TE

（
ネ

ク
テ
）
理
論（

8
・
9
）
を
提
唱
し
た
。
こ
の
五
段
階N

EC
TE

理
論
と
生
物
進
化
に

お
け
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
の
関
係
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
図
11
右
）。

（
1
） 

遺
伝
的
変
異
に
よ
っ
て 

①
「
否
定
」（negation

）
が
前
提
と
さ
れ
、

そ
の
結
果
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
多
様
な
個
体
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、

個
体
の
多
様
性
が 

②
「
拡
張
」（expansion

）
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
2
） 

多
様
な
個
体
が
特
定
の
環
境
と
遭
遇
し
、
そ
の
環
境
に
適
応
し
た
個

体
が
選
択
さ
れ
る
。
こ
れ
は 

③
「
収
斂
」（convergence

）
の
過
程

と
言
え
る
。
そ
し
て
、
適
し
た
環
境
へ
移
住
す
る
。
こ
れ
は
、
④
「
転

移
」（transference

）
の
過
程
で
あ
る
。

（
3
） 

環
境
に
適
応
し
た
個
体
が
子
孫
を
増
や
し
、
種
が
⑤
「
創
発
」

（em
ergence

）
さ
れ
る
。

　　

こ
う
し
た
比
較
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
と
五
段
階

N
EC

TE

理
論
の
対
応
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。

Ⅰ 問題発見：
学習・創造的革新・進化のメカニズムは何か？

人間が失敗から学んで成功を遂げるメカニズム
創造性を発揮して革新を引き起こすメカニズム
生物の変異・選択・転移による進化メカニズム

Ⅱ 仮説提示：
共通メカニズムが働いているのではないか。

政治・ビジネスの世界、生物の世界、日常生活の世界
基本的なメカニズムは同じ

Ⅲ 検証作業：
思考と実践の道具として活用できないか。

理解した基本的メカニズムを駆使し、新たな現実
すなわち、理論・実験・実践を創り出すことに挑戦

①①否否定定（（Negation））

②②拡拡張張（（Expansion））

③③収収斂斂（（Convergence））

④④転転移移（（Transference））

⑤⑤創創発発（（Emerngence））

5段段階階 NECTE 理理論論

Ⅳ

図 11　問題・仮説・検証サイクルと NECTE理論
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究
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十
八
号

九
八

（
二
）
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
フ
ラ
ク
タ
ル
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と 

五
段
階N

EC
TE

理
論
の
関
係

　

創
造
性
に
必
要
な
方
法
論
上
の
三
つ
の
本
質
―
―
す
な
わ
ち
、パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、

フ
ラ
ク
タ
ル
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
―
―
と
創
造
性
の
五
段
階N
EC

TE

理
論
の
関

係
を
説
明
す
る
（
図
12
）。

　

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
①
「
否
定
」
に
よ
る
は
じ
ま
り
と
⑤
「
創
発
」
に
よ
る
お

わ
り
が
循
環
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
。
フ
ラ
ク
タ
ル
は
、②「
拡
張
」と
③「
収
斂
」

の
関
係
に
対
応
す
る
。ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、双
方
向
の
④「
転
移
」（
と「
逆
転
移
」）

に
対
応
す
る
。
本
稿
の
前
半
で
、
創
造
性
の
三
つ
の
特
性
と
し
て
提
示
し
た
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
、
フ
ラ
ク
タ
ル
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
五
段
階N

EC
TE

理
論
と
密

接
に
対
応
関
係
が
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
六
月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
京
都
大
学
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
の
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
グ
が
「
自

然
は
考
え
る
の
か
？
」
と
い
う
奇
抜
な
テ
ー
マ
を
提
案
し
た（
59
）。
多
く
の
講
演

者
は
、「
自
然
は
考
え
る
」
と
い
う
観
点
を
主
張
し
た
。
筆
者
は
、
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
五
段
階N

EC
TE

理
論
と
次
に
述
べ
る
「
大
統
一
生
命
理
論
」
を
発

表
し
た
。
そ
の
中
で
、
自
然
現
象
の
多
様
な
働
き
こ
そ
、
私
た
ち
主
体
の
認
識
過

5 Emergence 創創発発

2 Expansion 拡拡張張

55段段階階 NNEECCTTEE  理理論論

1 Negation 否否定定

3 Convergence 収収斂斂

4 Transference 転転移移
(Analogy) 逆逆転転移移

フフララククタタルル
（（入入れれ子子構構造造））

アアブブダダククシショョンン
（（アアナナロロジジーー ））

（（転転移移・・同同定定・・類類推推））

パパララドドッッククスス
（（逆逆説説））

図12
図 12　三つの特性と NECTE理論の関係
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程
と
相
同
で
あ
る
と
し
て
捉
え
得
る
こ
と
を
説
明
し
た
。「
自
然
は
考
え
る
の
か
？
」と
の
問
い
に
は
、「
自

然
は
進
化
と
い
う
過
程
を
通
し
て
、
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
創
造
と
崩
壊
の

両
義
性
が
あ
る
こ
と
も
強
調
し
た
。

（
三
）
大
統
一
生
命
理
論
の
提
唱

　

実
は
、
自
己
・
非
自
己
循
環
モ
デ
ル
の
中
に
、
五
段
階N

EC
TE

理
論
の
五
つ
の
過
程
が
存
在
し
て
い

る
（
図
13
右
）（

8
・
9
）。
主
体
で
あ
る
「
自
己
」
が
自
分
自
身
の
も
の
の
見
方
を
①
「
否
定
」
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
視
点
を
外
に
向
か
っ
て
②
「
拡
張
」
す
る
。
そ
の
結
果
、
外
の
世
界
に
あ
る
「
非
自
己
」、
す

な
わ
ち
客
体
の
存
在
に
気
づ
く
。
そ
の
客
体
に
関
す
る
情
報
を
主
体
は
「
自
己
」
の
内
に
③
「
収
斂
」
す

る
。
同
時
並
行
的
に
、
主
体
の
意
識
と
無
意
識
と
の
間
で
退
行
・
進
行
の
過
程
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
意
識
の
④
「
転
移
」
が
外
に
向
か
っ
て
起
こ
る
と
、
予
想
外
の
対
象
を
世
界
の
中
に
見
出
す
こ
と
に

な
る
。「
自
己
」
と
「
非
自
己
」、
そ
し
て
世
界
に
見
出
し
た
新
た
な
対
象
か
ら
、
新
し
い
視
点
（
メ
タ
視

点
）
や
新
し
い
対
象
（
メ
タ
対
象
）
が
⑤
「
創
発
」
す
る
。
こ
う
し
た
未
来
の
展
望
を
踏
ま
え
て
、「
自
己
」

は
成
長
す
る
（
図
13
中
）。

　
「
自
己
」
と
「
非
自
己
」
の
循
環
―
―
す
な
わ
ち
、「
自
己
・
非
自
己
循
環
過
程
」
―
―
は
、「
自
己
」

の
①
否
定
に
は
じ
ま
り
、②
拡
張
、③
収
斂
、④
転
移
を
経
て
⑤
創
発
に
向
か
う
。
②
の
拡
張
と
③
収
斂
は
、

「
自
己
」
内
部
で
の
退
行
と
進
行
と
も
対
応
す
る
。
そ
の
た
め
、「
自
己
・
非
自
己
循
環
過
程
」
は
、
自
己

主主体体・・自自己己

自自己己

非非自自己己

入入力力 出出力力

図13（左）

① ②

③

⑤

④

図13（右）

メメタタ視視点点

③③ 収収斂斂

②② 拡拡張張

メメタタ対対象象

世世界界（（非非自自己己））

自自己己

非非自自己己

顕顕在在

潜潜在在

自自己己 非非自自己己

④ 転移

目に見える世界

目に見えない世界

顕顕在在潜潜在在
⑤ 創創発発

①① 否否定定
入入力力 出出力力

図13（中）

図 13　大統一生命理論
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の
「
外
」
に
も
、
自
己
の
「
内
」
に
も
働
く
。
そ
の
結
果
、
循
環
過
程
を
介
し
て
、
自
己
の
「
内
」
に
も
「
外
」
に
も
循
環
過
程
の
連
鎖

が
創
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
著
し
く
複
雑
な
内
部
構
造
を
持
つ‵

高
次
シ
ス
テ
ム
’
が
進
化
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
す
で
に
獲
得
し

た
複
雑
性
が
、
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
。
し
か
も
、
こ
の‵

高
次
シ
ス
テ
ム
’
と
そ
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る‵

低
次
シ
ス
テ
ム
’（
図

13
左
）
の‵
あ
い
だ
’
か
ら
次
々
と
共
進
化
が
起
こ
る
。
こ
こ
に
、
進
化
の
予
測
不
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
創
造
と
崩
壊
の
間
で

亀
裂
が
ど
こ
ま
で
も
起
こ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
四
）
表
現
の
限
界
―
―
自
己
遡
及
性
・
自
己
言
及
性
・
自
己
超
越
性
に
挑
む
―
―

　

言
葉
に
よ
る
説
明
を
尽
く
し
て
も
、
表
現
し
き
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
残
る
。
ラ
マ
・
ア
ナ
ガ
リ
カ
・
ゴ
ヴ
ィ
ン
ダ
の
『
チ
ベ
ッ
ト

密
教
の
真
理
』（
60
）
に
よ
る
と
、
言
葉
の
本
質
は
そ
の
言
葉
が
持
つ
意
味
だ
け
に
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
、
と
言
う
。
も
と
も
と
言
葉
に
は
、

概
念
に
は
翻
訳
で
き
な
い
「
質
」
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
「
質
」
と
は
、
感
覚
を
か
き
た
て
、
存
在
を
高
め
、
他
の
も
の
と
共
振
で

き
る
働
き
で
あ
る
。

　

人
間
は
「
外
」
な
る
世
界
の
発
見
ば
か
り
で
な
く
、
新
し
い
次
元
と
し
て
自
身
の
「
内
」
な
る
世
界
を
発
見
し
た
。
こ
こ
に
、
過
去
・

現
在
・
未
来
に
わ
た
る
自
己
遡
及
性
・
自
己
言
及
性
・
自
己
超
越
性
の
は
じ
ま
り
が
あ
る
。
確
か
に
、
自
己
の
現
在
を
知
る
に
は
、
そ
の

過
去
を
辿
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
自
己
の
未
来
目
標
を
明
確
に
し
た
上
で
、
未
来
か
ら
現
在
を
遡
及
す
る
こ
と
も
必
要
と
な

る（
61
）。
そ
の
た
め
に
は
、自
己
は
絶
え
ず
よ
り
高
次
な
「
存
在
」
を
模
索
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、よ
り
高
次
な
「
存
在
」

が
、
あ
ま
り
に
根
本
的
な
た
め
に
、
簡
単
な
説
明
や
描
写
を
拒
ん
で
し
ま
う
。

　

そ
れ
は
、た
だ
あ
る
種
の
体
験
に
結
び
つ
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
体
験
を
別
の
「
何
か
」
に‵

翻
訳
’
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



一
〇
一

未
来
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村
瀬
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そ
の
体
験
を
思
考
す
る
こ
と
も
、
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
体
験
は
、
見
て
・
考
え
・
触
れ
・
味
わ
う
・
聴
く
・

嗅
ぐ
、
ど
ん
な
体
験
よ
り
も
真
実
で
あ
る
か
ら
だ
と
ゴ
ヴ
ィ
ン
ダ
は
言
う
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
感
覚
に
先
行
し
、
か
つ
そ
れ
ら
を
包
含

し
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
の
中
の
い
ず
れ
と
も
同
一
視
で
き
な
い
の
だ
。
ま
さ
に
、
自
己
遡
及
性
・
自
己
言
及
性
・
自
己
超
越
性
の
す
べ

て
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
、そ
の
体
験
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、神
話（
44
）
や
物
語（
62
）
は
、

伝
承
文
化
と
し
て
世
界
に
根
付
い
て
き
た
。
究
極
的
に
は
、
そ
の
体
験
は
「
象
徴
」
す
な
わ
ち
「
シ
ン
ボ
ル
」
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
暗
示
さ
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
が
、
曼
荼
羅
で
あ
る
。
こ
う
し
た
象
徴
は
、
心
の
深
層
か
ら
自
然
発
生

的
に
生
じ
る
。
こ
の
「
象
徴
」
を
創
る
力
が
、
予
言
者
詩
人
の
音
声
を
通
し
て
発
せ
ら
れ
た
「
マ
ン
ト
ラ
」
で
あ
っ
た（
60
）。

　

マ
ン
ト
ラ
は
、
物
理
的
な
音
声
で
は
な
く
、
精
神
的
な
音
声
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
葉
を
使
用
す
る
本
来
の
目
的
は
、
思
考
や
観
念
を

伝
達
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
マ
ン
ト
ラ
は
耳
で
な
く
心
が
聴
き
、
口
で
な
く
心
で
発
す
る
の
だ
。

し
た
が
っ
て
、
マ
ン
ト
ラ
に
関
す
る
特
殊
な
体
験
を
得
た
人
だ
け
が
、
そ
の
力
と
意
味
を
理
解
で
き
る
。
マ
ン
ト
ラ
自
身
に
は
、
い
か
な

る
力
も
な
い
。
そ
れ
を
体
験
す
る
心
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
作
用
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
聖
な
る
伝
統
の
伝
達
手
段
で
あ
る
マ
ン
ト
ラ
は
、

歴
史
的
に
長
ら
く
存
続
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
使
い
方
を
知
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
マ
ン
ト
ラ
の
秘
密
は
意
図
的
に

隠
さ
れ
た
も
の
で
な
い
。
た
だ
、
自
己
訓
練
・
自
己
集
中
・
内
的
体
験
・
洞
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
が
会
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、

十
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る（
60
）。
こ
こ
で
マ
ン
ト
ラ
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、
匠
の
技
、
真
理
の
探
究
、
失
敗
か

ら
の
学
び
、
病
の
癒
し
な
ど
、
人
類
が
直
面
す
る
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が‵

超
課
題
’
の
本
質

な
の
で
あ
る
。

　

ゴ
ヴ
ィ
ン
ダ
の
師
で
あ
る
ト
モ
・
ゲ
シ
ュ
・
リ
ン
ポ
テ
ェ
は
、
一
〇
〇
〇
年
以
上
も
チ
ベ
ッ
ト
に
隠
さ
れ
保
た
れ
て
き
た
精
神
の
宝
を

世
界
に
開
示
す
る
時
が
き
た
と
宣
言
し
た
。「
力
の
道
」
は
自
己
破
壊
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
、
残
さ
れ
た
道
は
「
悟
り
の
道
」
し
か
な



日
本
哲
学
史
研
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号

一
〇
二

い
こ
と
を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
面
化
し
た
も
の
の
見
方
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
状
態
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

言
葉
の
誕
生
が
人
類
の
誕
生
で
あ
り
、
言
語
の
創
造
は
、
最
高
の
完
成
度
を
も
つ
芸
術
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
実
在

が
人
間
の
声
の
振
動
へ
と
変
換
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
人
間
の
魂
の
生
き
た
表
現
へ
と
変
換
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
言
葉
が

誕
生
し
た
太
古
で
は
、
言
葉
が
力
と
実
在
の
中
心
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
言
葉
は
連
続
す
る
無
限
の
経
験
の
結
果
で
あ
り
、
思
考
を
超

え
た
も
の
か
ら
生
成
さ
れ
る
と
ゴ
ヴ
ィ
ン
ダ
は
言
う
。と
こ
ろ
が
、習
慣
に
よ
っ
て
そ
れ
を
単
な
る
表
現
手
段
と
し
て
型
に
は
め
て
し
ま
っ

た
。
こ
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
。
自
己
の
体
験
か
ら
信
念
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
信
念
は
理
法
や
実
在
と
の
調
和
を
経
て

内
的
確
信
へ
と
成
長
し
て
い
く
。
こ
の
種
の
信
念
は
、
科
学
、
哲
学
、
密
教
、
芸
術
、
あ
ら
ゆ
る
心
的
あ
る
い
は
精
神
的
活
動
に
と
っ
て

不
可
欠
な
前
提
条
件
な
の
で
あ
る（
60
）。

　

私
た
ち
著
者
が
直
面
し
て
い
た
「
表
現
の
限
界
」
―
―
す
な
わ
ち
、
言
葉
の‵

壁
’
―
―
と
は
、「
自
己
・
非
自
己
循
環
理
論
」
を
客

観
的
に
説
明
で
き
る
対
象
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。
こ
の
理
論
は
、
自
己
の
「
外
」
の
世
界
や
自
己
の
「
内
」
の
世
界
を

理
解
す
る
た
め
の
方
法
論
で
あ
り
、さ
ら
な
る
発
展
的
な
展
開
を
引
き
出
す
道
具
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、‵

超
課
題
’
へ
の
挑
戦
は
、
自
己
遡
及
性
・
自
己
言
及
性
・
自
己
超
越
性
の‵

実
践
’
で
あ
っ
た
。

七　

教
育
現
場
で
の
実
践

　

音
に
つ
い
て
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る（
63
）。
同
じ
環
境
で
同
じ
音
を
聴
い
て
も
、人
に
よ
っ
て
音
の
感
じ
方
が
違
う
。
そ
の
理
由
は
、

人
に
よ
っ
て
感
覚
の
成
立
や
発
達
の
仕
方
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
音
を
聞
い
て
も
、
参
照
す
る
音
が
異
な
れ
ば
、
音
の
判
断
は
変
わ
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り
得
る
。
集
団
を
構
成
す
る
個
人
に
多
様
な
個
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
音
楽
を
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
い
か
に
し
て
感
動
を
与

え
る
か
が
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る
聴
衆
を
前
に
し
て
、
音
楽
家
た
ち
は
作
曲
段
階
で
の
期
待
さ
れ
る
音
楽
構
造
か

ら
の‵
逸
脱
’
や
演
奏
段
階
で
の
芸
術
的
な‵

逸
脱
’
を
試
み
続
け
て
い
る
。

　

人
間
の
個
性
に
は
多
様
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
感
動
体
験
を
一
律
に
引
き
起
こ
す
こ
と
に
は
困
難
さ
が
伴
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

困
難
さ
こ
そ
、
福
音
と
も
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
の
個
性
に
多
様
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
人
の
個
人
が
何
か
の‵

体
験
’
を
き
っ

か
け
に
突
然
、
変
貌
を
遂
げ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
教
育
や
看
護
の
実
践
例
を
通
し
て
論
究
し
た
い
。

（
一
）
西
田
幾
多
郎
の
純
粋
経
験
に
挑
む

　

芸
術
教
育
学
者
の
ベ
テ
ィ
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
『
内
な
る
画
家
の
眼
』（

3
）
は
、
創
造
性
に
つ
い
て
書
き
な
が
ら
、
創
造
の
過
程
を
具
現

化
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
文
字
通
り‵

創
造
性
’
を
発
揮
し
て
い
る
著
作
で
あ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
が
指
摘
し
た
重
要
な
点
は
、「
絵
を

描
く
過
程
が
創
造
の
過
程
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
気
づ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
言
葉
だ
け
で
は
創
造
性
を
語
る
の
に
は
不
適
切
で
あ

り
、
言
葉
に
よ
っ
て
創
造
的
思
考
ま
で
も
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
描
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
「
も
の
の

見
方
」
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
創
造
的
過
程
の
本
質
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
視
覚
的
世
界
に
は
言
葉
で
は
な
く
、
視
覚
的
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
知
覚
に
よ
っ
て
接
近
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ

が
、‵

直
接
的
知
覚
’
で
あ
る
。
詩
人
の
ゲ
ー
テ
は
、
そ
の
よ
う
な
知
覚
に
つ
い
て
、「
感
覚
的
想
像
力
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
。
西
田
幾
多
郎
の
「
純
粋
経
験
」
は
、
先
人
達
が
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
創
造
的
世
界
で
あ
り
、
そ
の
世
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
純
粋
経
験
」
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
言
葉
を
尽
く
し
て
も
語
り
尽
く
せ
な
い
深
遠
な
神
秘
が



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
八
号

一
〇
四

あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
「
純
粋
経
験
」
を
擬
似
的
に
体
験
で
き
る
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
を
紹
介
し
た
い
。

（
二
）
純
粋
輪
郭
画
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

　

エ
ド
ワ
ー
ズ（

3
）
は
、
キ
ー
モ
ン
・
ニ
コ
ラ
イ
デ
ス
の
『
デ
ッ
サ
ン
の
道
し
る
べ
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
純
粋
輪
郭
画
に
着
目
し
た
。

こ
れ
は
、「
手
の
ひ
ら
の
し
わ
」を
細
部
に
至
る
ま
で
緻
密
に
描
く
方
法
で
あ
る
。著
者
の
一
人
も
実
践
し
て
み
た
。面
白
み
も
感
動
も
な
い
、

単
純
作
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、知
覚
の
仕
方
が
変
容
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
獲
得
し
た「
も

の
の
見
方
」
が‵

画
家
’
の
「
も
の
の
見
方
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
う
し
て
獲
得
し
た‵

画
家
’
の
「
も
の
の
見
方
」
は
永
続
し

な
い
。
そ
れ
は
、
感
動
体
験
が
永
続
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
、
音
楽
に
お
け
る‵

逸
脱
’
は
作
曲
家
や
演
奏
家
の
レ
ベ
ル
で
実
践
さ
れ
、
感
動
は
そ
れ
を
聴
く
側
に
生
じ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
自
ら
が
純
粋
輪
郭
画
を
用
い
て
、
従
来
ま
で
の
「
も
の
の
見
方
」
か
ら
の‵

逸
脱
’
を
創
り
出
し
、
自
身
の
創
造
体
験
を

創
り
出
す
こ
と
に
寄
与
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
純
粋
輪
郭
画
の
本
質
は
、
部
分
を
拡
大
す
る
と
全
体
と
同
じ
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
続
く
フ
ラ
ク
タ
ル
に
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
ク
タ
ル

の
パ
タ
ー
ン
は
、
先
史
時
代
の
洞
窟
に
描
か
れ
た
奇
妙
な
痕
跡
に
も
見
ら
れ
る
（
文
献
64
、
九
四
頁
）。
こ
の
視
覚
的
知
覚
と
論
理
的
言

語
が
一
体
化
し
た
と
き
、
真
の
意
味
で
創
造
性
が
拓
か
れ
る
。
仏
教
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ク
タ
ル
の
特
性
を
も
つ
曼
荼
羅
が
修
行
の
道
具

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
本
質
が
、
西
田
幾
多
郎
の
「
純
粋
経
験
」
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、「
も
の
の
見
方
」
を

変
革
す
る
秘
訣
が
隠
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
方
法
は
、
教
育
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
に
違
い
な
い
。
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（
三
）
創
造
性
リ
テ
ラ
シ
ー
に
挑
む

　

創
造
性
を
ど
の
よ
う
に
学
び
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
。
こ
の
「
創
造
性
リ
テ
ラ
シ
ー
の
問
題
」
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
解
決
の
糸

口
す
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た（
65
–
68
）。
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
踏
ま
え
て
、
絵
、
言
葉
、
矛
盾
、
対
話
な
ど

の
様
々
な
手
段
や
方
法
を
駆
使
し
な
が
ら
、
想
定
外
問
題
を
考
え
る
と
い
う
講
義
を
実
践
し
て
み
た
。
例
え
ば
、「
無
（
ゼ
ロ
）
が
無
限

で
あ
る
こ
と
を
足
し
算
と
引
き
算
で
示
せ
。
そ
の
答
え
を
、
図
示
せ
よ
」。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
治
安
が
こ
の
三
〇
年
程
で
、
著
し
く
改
善

し
た
。
ど
の
よ
う
な
方
法
を
使
っ
た
か
考
察
せ
よ
。
そ
の
方
法
の
一
般
化
を
検
討
せ
よ
」
と
い
っ
た
課
題
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
課
題
に
対
し
て
、
次
の
講
義
で
発
表
し
て
も
ら
い
解
説
を
加
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
る
。

　

こ
の
講
義
の
目
的
は
、
知
識
の
獲
得
で
は
な
い
。
第
一
に
、
知
識
を
自
ら
発
見
し
、
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
第
二
に
、

そ
の
実
践
経
験
を
理
論
化
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
二
つ
の
具
体
例
を
紹
介
す
る
。

　

一
つ
目
は
、
京
都
大
学
全
学
共
通
セ
ミ
ナ
ー
で
。
こ
れ
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月
初
旬
か
ら
七
月
末
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
に
実
施
し
た
。

1
回
生
の
女
子
学
生
が
最
終
講
義
後
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
二
項
対
立
的
に
認
識
し
て
い
る
項
目
の
中
間
の
曖
昧
な
部
分
に
は
無
限
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
、
固

定
観
念
に
よ
っ
て
そ
れ
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
中
間
の
不
安
定
な
状
態
に
問
題
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
知
り
、
一
連
の
授
業
を
通
し
て
、
二
項
対
立
で
見
落
と
さ
れ
る
不
安
定
な
中
間
部
に
も
っ
と
焦
点
を
当
て
て
い
く
べ
き
だ

と
感
じ
た
。」　

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
項
対
立
的
な
考
え
方
に
対
し
て
、
そ
の
「
あ
い
だ
」
を
考
え
よ
う
と
す
る
新
た
な
観
点
へ
の
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転
換
が
明
瞭
に
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
す
べ
き
こ
と
は
、
講
義
で
は
二
項
対
立
や
そ
の
「
あ
い
だ
」
に
つ
い
て
直
接
的

に
説
明
し
た
の
で
は
な
く
、
具
体
的
か
つ
抽
象
的
な
問
題
を
多
様
な
観
点
か
ら
捉
え
る
と
い
う
試
み
を
毎
回
の
課
題
で
繰
り
返
し
た
だ

け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
画
家
が
用
い
る
「
純
粋
輪
郭
画
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
方
法
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
画
家
に
と
っ
て
は
、

純
粋
輪
郭
画
を
描
く
こ
と
は‵

目
的
’
で
は
な
く
、「
も
の
の
見
方
」
を
変
容
す
る
た
め
の‵

手
段
’
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う

に
、
講
義
で
毎
回
出
し
た
課
題
は
、
そ
の
課
題
解
決
が‵

目
的
’
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、「
も
の
の
見
方
」
を
獲
得
す
る

た
め
の‵

手
段
’
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
伝
え
た
い
知
識
を
直
接
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
発
見
す
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
実
践
例
と
し
て
、
立
命
館
大
学
理
工
学
部
・
集
中
講
義
の
留
学
生
の
学
び
に
着
目
す
る
。
タ
レ
ブ（
68
）
は
言
う
、「
歴
史
や

社
会
は
流
れ
て
い
な
い
。
ジ
ャ
ン
プ
す
る
」
と
。
講
義
も
同
じ
で
あ
る
。
想
定
通
り
の
展
開
に
は
な
ら
な
い
。
良
く
も
悪
く
も
、
ジ
ャ
ン

プ
す
る
非
連
続
現
象
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
集
中
講
義
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。
中
国
か
ら
の
留

学
生
が
最
終
講
義
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
。

　
「
こ
の
授
業
を
通
じ
て
、
私
は
多
く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
の
変
化
は
、
迷
い
ま
し
た
。
正
直
に
い
う
と
、
分
か
っ
た
こ
と
よ
り
、
分

か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
の
方
が
多
い
。
従
来
ま
で
の
授
業
は
基
本
受
け
た
ら
、
何
か
の
定
理
と
か
、
公
式
と
か
が
把
握
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
授
業
で
何
か
定
理
を
勉
強
し
ま
し
た
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
私
は
は
っ
き
り
言
え
ま
せ
ん
。
定
理
と
い
う
よ
り
、
物
を
見
る
方
法
を
勉

強
し
ま
し
た
。」

　

本
人
が
述
べ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
は‵

迷
い
’
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
講
義
に
よ
っ
て
「
も
の
の
見
方
」
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
変
化
を
中
国
の
詩
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。「
私
の
出
身

地
の
中
国
に
は
、
あ
る
詩
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
翻
訳
す
る
と
、‵

山
の
本
体
が
見
え
な
い
、
そ
れ
は
山
の
中
に
い
る
か
ら
だ
’。
そ
れ
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と
同
じ
よ
う
に
、
問
題
が
解
決
で
き
な
い
と
き
に
、
問
題
か
ら
離
れ
、
次
元
を
変
え
、
立
場
を
変
え
る
と
、
新
た
な
結
果
が
出
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。」
こ
の
点
で
、
一
つ
の
課
題
の
学
習
を
新
た
な
課
題
の
学
習
に
「
転
移
」
す
る
こ
と
を
自
得
し
て
い
る
。

八　

如
何
に
し
て
心
は
心
を
知
り
う
る
か

（
一
）
習
慣
的
な
思
考
パ
タ
ー
ン
か
ら
の
解
放
―
―
心
の
変
容
に
よ
る
意
味
・
価
値
の
生
成
―
―

　

ギ
リ
シ
ャ
時
代
以
来
、
西
洋
哲
学
は
抽
象
的
な
理
論
構
築
だ
け
で
真
理
の
探
究
を
試
み
て
き
た（
69
）。
西
洋
科
学
が
支
配
的
な
あ
ま
り
、

「
心
と
は
何
か
」、「
身
体
と
は
何
か
」、「
世
界
と
は
何
か
」
と
問
い
、
そ
れ
ら
の
問
い
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
通
り
の
二
項
対
立
的
論
理

に
し
た
が
っ
て
探
究
し
て
き
た
。
心
を
知
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
物
質
を
理
解
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
方
法
で
あ
る
理
性
を
採
用

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
理
性
を
批
判
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
で
さ
え‵

理
性
’
に
頼
っ
て
き
た
。
心
と
身
体
、
あ
る
い
は
世
界
と
の

関
係
は
固
定
さ
れ
て
い
て
、
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

理
論
生
物
学
者
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ァ
レ
ラ
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
現
代
の
西
洋
的
な
考
え
方
で
は
、
自
己
や
世
界
の
基
盤

が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
表
現
で
き
な
い
。
…
…
こ
れ
は
、
客
観
主
義
と
主
観
主
義
の
中
道
に
対
す
る
方
法
論
上
の
基
礎
が
な

い
た
め
で
あ
る
」（
文
献
69
、
三
二
四
頁 

）。
二
〇
〇
〇
年
に
提
唱
し
た
「
自
己
・
非
自
己
循
環
理
論
」（

7
）
は
、
主
体
で
あ
る
「
自
己
」
と

客
体
で
あ
る
「
非
自
己
」
の
循
環
を
基
盤
と
し
た‵

超
二
元
論
’
的
な
方
法
論
で
あ
る
。
こ
の
理
論
で
は
、
自
己
の
「
内
」
に
、「
自
己
」

と
「
非
自
己
」
の
循
環
的
相
互
作
用
（
当
事
者
で
あ
る
主
体
が
相
手
で
あ
る
客
体
に
問
答
し
合
う
主
客
共
創
過
程
）
が
包
含
さ
れ
て
い
る

（
8
・
9
）。
そ
の
結
果
、新
た
な
次
元
が‵

弁
証
法
’
的
に
創
発
す
る（
70
）。
そ
れ
は
、新
た
な‵

意
味
’
や‵

価
値
’
の
生
成
に
繋
が
る
。
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八

こ
の
客
観
的
・
主
観
的
過
程
が
、
心
が
心
を
知
り
う
る
方
法
論
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
伝
統
で
は
、哲
学
は
単
に
抽
象
的
な
営
為
で
は
な
か
っ
た
。‵

悟
り
’
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る（
69
）。
そ
の‵

悟
り
’

と
は
、
特
定
の
状
態
に
到
達
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
心
を
自
然
の
成
り
行
き
に
ま
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
心
を
静
め
洞
察
を
深
め
て

い
く‵

過
程
’
―
―
す
な
わ
ち
、
心
の
変
容
と
い
う‵

過
程
’
―
―
が
目
的
で
あ
る
。
こ
の
心
の
変
容
可
能
性
を
介
し
て
、
心
が
心
を

理
解
し
得
る
。
な
ぜ
な
ら
、
変
容
を
通
し
て‵

自
然
体
’
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
心
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
つ
か
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
観
察
事
実
こ
そ‵

真
理
’
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
変
容
の
本
質
は
、
理
論
や
先
入
観
、
あ
る
い
は
抽
象
的
考

察
に
よ
っ
て
、
自
身
の
経
験
に
「
つ
い
て
」
思
考
を
駆
使
す
る
態
度
か
ら
は
探
究
で
き
な
い（
69
）。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
態
度
か
ら
解
放
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
限
っ
て
、
自
身
の
経
験
そ
の
も
の
「
で
あ
る
」
と
い
う
状
態
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
「
純
粋
輪
郭
画
」
の
働
き
も
、
こ
の
種
の
変
容
を
も
た
ら
す‵

手
段
’
で
あ
っ
た
。
こ
の
変
容
は
、
当
事
者
自

身
が
自
覚
的
に
「
わ
か
る
」
だ
け
で
な
く
、
他
者
に
も
そ
れ
と
「
わ
か
る
」（
第
一
（
一
）
節
、
参
照
）。
な
ぜ
な
ら
、
活
力
が
吹
き
込
ま

れ
て
い
る
そ
の‵

ゾ
ー
ン
’
と
も
呼
べ
る
状
態
の
挙
動
は
、
正
確
さ
や
美
し
さ
が
並
外
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
未
来
目
標
か
ら
の‵

演
繹
’
的
推
論
の
必
要
性 
―
―
精
神
分
析
の
世
界
―
―

　

オ
ッ
ト
ー
・
シ
ャ
ー
マ
ー
は
、
芸
術
家
が
作
品
を
創
り
あ
げ
る
過
程
と
人
類
が
社
会
を
創
造
す
る
過
程
に
あ
る
共
通
性
を
指
摘
し
て
い

る（
11
）。
芸
術
家
は
、
直
観
に
基
づ
く
イ
メ
ー
ジ
を
目
標
と
し
て
、
作
品
を
創
り
上
げ
て
い
く
。
数
学
者
・
フ
レ
ン
ケ
ル
に
よ
る
と
「
新

し
い
数
学
を
生
み
出
す
の
は
、
絵
画
や
音
楽
を
作
り
出
す
の
と
何
も
変
わ
ら
な
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
（
文
献
19
、
四
〇
三
頁
）。
い
ず

れ
の
場
合
も
、
結
論
を
真
っ
先
に
見
つ
け
出
す
直
観
的
イ
メ
ー
ジ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
人
類
が
社
会
を
創
造
す
る
過
程
に
お
い
て
も
、



一
〇
九

未
来
共
創
の
哲
学
　〔
村
瀬
・
村
瀬
〕

未
来
目
標
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
目
標
が
、
メ
タ
視
点
・
メ
タ
対
象
に
相
当
す
る
。
先
に
述
べ
た
五
段
階N

EC
TE

理
論
で
は
、

第
五
段
階
の
⑤
「
創
発
」
は
自
然
な
状
態
に
「
ゆ
だ
ね
る
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
る
。
し
か
し
、
創
発
に
は
現
在
か
ら
未
来
へ
の
展

望
と
同
時
に
、
未
来
目
標
か
ら
の
現
在
視
点
の
検
証
と
い
う
双
方
向
性
を
重
視
す
る
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
目
標
は
、
未
来
で
あ
り
な
が

ら
、
現
在
や
過
去
の
影
響
を
介
し
て
創
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

人
間
個
人
に
お
い
て
、
心
の
病
の‵

発
症
過
程
’
と
心
の
病
か
ら
の‵

回
復
過
程
’
で
は
、
未
来
目
標
の
設
定
に
よ
る
自
己
理
解
を

導
く
精
神
分
析
が
治
療
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
治
療
者
自
身
が
診
断
・
治
療
の‵

方
法
論
’
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。

　

魂
の
医
者
を
め
ざ
し
た
Ｅ
・
Ｈ
・
フ
ロ
ム
に
よ
れ
ば
、「
精
神
分
析
を
行
う
分
析
者
は
、
そ
の
人
の
生
活
を
誤
っ
た
方
向
に
み
ち
び
い

て
き
た
そ
の
人
自
身
の
偽
り
の
宗
教
を
、
そ
の
人
が
自
ら‵

経
験
’
す
る
よ
う
に
仕
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
逃
げ
口
上

や
合
理
化
に
逃
げ
込
む
こ
と
な
く
自
己
自
身
に
つ
い
て
の
現
実
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
個
人
が
自
己
認
識
を
獲
得
し
て

い
く
過
程
で
あ
る
」、「
分
析
者
は
、
合
理
化
を
一
つ
ひ
と
つ
は
ず
し
て
ゆ
き
、
患
者
が
も
う
言
い
逃
れ
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
言
い
逃
れ

な
ど
を
す
る
か
わ
り
に
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
心
を
満
た
し
て
い
た
も
ろ
も
ろ
の
虚
構
を
打
ち
破
り
、
現
実
を
経
験
す
る
よ
う
に
、
言
い

か
え
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
な
に
も
の
か
を
意
識
す
る
よ
う
に
仕
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
文
献
71
、
二
三
九
〜

二
四
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
治
療
者
は
、
精
神
分
析
技
法
を
手
が
か
り
と
し
て
、「
自
分
自
身
の
内
の
一
段
と
広
い
、
一
段
と
深
い
現
実
」
を
表
現
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
新
し
い
自
己
を
生
み
だ
す
の
を
助
け
る
助
産
師
の
役
割
を
演
ず
る
」（
文
献
71
、
二
四
〇
頁
）。
新
し
い
自
己
を
生
み

だ
す
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
人
間
の
無
意
識
的
能
力
の
解
放
で
あ
り
、
身
体
と
心
と
の
内
的
分
裂
や
、
自
己
と
世
界
（
他
者
）
と
の
外
的
疎

外
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
精
神
分
析
的
洞
察
は
、
東
洋
の
禅
に
お
け
る‵
悟
り
’
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
フ
ロ
ム
は
言
う
。
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禅
で
は
、
自
ら
が
主
と
な
り
自
ら
が‵

悟
る
’
か
ら
で
あ
る
。

　

精
神
科
看
護
に
お
い
て
も
、
看
護
対
象
者
が
歩
ん
で
き
た
人
生
と
精
神
症
状
と
の
関
係
性
を
理
解
し
な
が
ら
、
看
護
の
対
象
者
自
身
が

精
神
症
状
を
発
症
し
た
意
味
を
見
い
だ
し
、
新
し
い
自
己
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
私
た
ち
人
類
は
、

芸
術
、
学
術
、
医
療
、
看
護
、
教
育
、
宗
教
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
、‵

超
課
題
’
に
向
き
合
い
続

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
八
日
、
森
合
音
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
最
新
原
稿
が
届
い
た
。
一
七
年
前
に
ご
主
人
を
心

筋
梗
塞
で
突
然
亡
く
さ
れ
て
か
ら
の
い
き
さ
つ
が
静
か
に
、
そ
し
て
力
強
く
語
ら
れ
て
い
た
。
彼
女
の
猛
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
に
触

れ
る
思
い
が
し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
の
今
こ
そ
、
私
た
ち
人
類
は‵

超
課
題
’
に
向
き
合
い
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

に
改
め
て
実
感
し
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

二
〇
二
〇
年
三
月
十
一
日
、
世
界
保
健
機
関
に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
日
か

ら
ち
ょ
う
ど
九
年
前
、
我
が
国
は
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
原
発
事
故
に
直
面
し
て
い
た
。
近
年
、
激
し
さ
を
増
す
集
中
豪
雨
に
よ

る
大
規
模
災
害
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
類
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
結
果
と
し
て
露
わ
に
な
っ
た
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

影
響
は
、
人
類
の
「
外
」
に
現
れ
る
か
「
内
」
に
現
れ
る
か
の
違
い
は
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
現
れ
方
に
は
一
貫
性
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
創
発
現
象
に
潜
む
単
純
な
普
遍
原
理
の
探
究
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
単
一
の
学
問
領
域
を
超
え
た



一
一
一

未
来
共
創
の
哲
学
　〔
村
瀬
・
村
瀬
〕

学
際
的
研
究
、
さ
ら
に
は
人
間
学
と
自
然
学
、
芸
術
・
教
育
学
、
宗
教
学
、
そ
し
て
一
般
市
民
の
実
践
知
を
も
包
括
す
る
超
学
際
的
な
探

究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
哲
学
的
認
識
論
は
数
千
間
に
わ
た
っ
て
、
主
観
主
義
と
客
観
主
義
に
分
断
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
哲
学
論
争
だ
け
で
は

決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
主
観
主
義
で
は
主
体
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
が
、
そ
し
て
客
観
主
義
で
は
客
体
の
存
在
を
認
識

す
る
こ
と
が
、
は
じ
め
か
ら
前
提
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
認
識
の
説
明
に
「
認
識
」
を
前
提
と
す
る
点
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ

る（
72
）。

　

こ
の
哲
学
的
認
識
論
の
問
題
解
決
に
は
、哲
学
を
離
れ
て
生
物
学
の
観
点
が
必
要
で
あ
っ
た
。
発
達
心
理
学
者
の
ピ
ア
ジ
ェ
は
、「
運
動
」

を
基
盤
に
し
て
認
識
が
発
達
す
る
こ
と
を
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
の
緻
密
な
観
察
か
ら
探
究
し
た
『
発
生
的
認
識
論
』（
70
）
と
し
て
発
表

し
た
。
進
化
論
的
認
識
論
者
の
リ
ー
ド
ル
は
、
生
物
進
化
を
基
盤
に
し
て
認
識
が
系
統
発
生
的
に
「
発
展
」
す
る
『
認
識
の
生
物
学
』（
72
）

を
提
唱
し
た
。

　

西
田
幾
多
郎
は
、「
在
る
こ
と
、
働
く
こ
と
、
見
る
こ
と
」
の
相
互
互
換
性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、
上
述
し
た
「
認
識
・
運
動
・
発
展
」

の
相
同
性
に
哲
学
的
な
基
盤
を
与
え
て
い
た
と
言
え
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
三
過
程
が
相
互
に
関
連
し
合
う
た
め
に
、
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
・
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ク
タ
ル
を
介
し
て‵
新
発
見
’
や‵

諸
問
題
’
が
次
々
と
創
発
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
フ

ロ
イ
ト
は‵

個
人
的
無
意
識
’
を
発
見
し
、
ユ
ン
グ
は‵
集
合
的
無
意
識
’
を
発
見
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
認
識
が
過
去
の

経
験
に
依
存
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
認
識
が
一
面
化
・
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
が
人
類
の
「
内
」
な
る
精
神
や
身
体
に

「
症
状
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た（
73
）。
こ
の
意
味
で
、
西
田
哲
学
は
多
様
な
精
神
症
状
を
先
取
り
し
て
い
た

と
も
言
え
る
。
実
際
に
、精
神
病
理
学
者
・
木
村
敏（
74
・
75
）
は
精
神
病
理
学
を
探
究
す
る
に
あ
た
り
、西
田
哲
学
を
方
法
論
と
捉
え
て
い
た
。

私
た
ち
が
現
在
直
面
し
て
い
る
、
想
定
外
の
災
禍
・
地
球
環
境
問
題
は
、
人
類
の
「
外
」
な
る
「
環
境
病
理
学
」
と
い
う
観
点
が
必
要
に
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本
特
集「
日
本
哲
学
と
科
学
」
を
企
画
さ
れ
、
執
筆
の
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
京
都
大
学
・
上
原
麻
有
子
教
授
に
心
よ
り
御
礼
も

う
し
あ
げ
ま
す
。

注 （
1
） 

西
田
幾
多
郎『
善
の
研
究
』
日
本
の
名
著『
西
田
幾
多
郎
』（
中
央

公
論
社
、
一
三
五
頁
、
一
九
八
四
年
）

（
2
） 

ク
ー
ン
・
ト
ー
マ
ス『
科
学
革
命
の
構
造
』（
中
川
茂
訳
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
八
頁
、
一
九
七
一
年
）

（
3
） 

エ
ド
ワ
ー
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